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日仏來洋学会会則

犯 1条 本会を日仏東洋学会と称する。
第 2条 本会の目的は來洋学に批わる日仏両国の研究者の問に，交流と親睦を図るものとする。
笫 3条 本会の目的を実現するため次のような方法をとる。

( 1 ) 狱 浈 会の開他
(2 ) 日仏学者の共同の研究及びその結果の発表 
(3 ) 両国問の学者の交流の促進
(4 ) 仏人学者の来日の機会などに親睦のための集会を開他する 
(5 ) 日仏協力計画遂行のために学術研究グノレーブを組雄する

策 4条 本会の本部は日仏会館におき，箏務局は代表幹事の所« する钱 閱 内におく。
筇 5条 本会会只は本会の目的に焚同し. 別に定める会赀 をおさめるものとする。会災は正会貝および 

赞 助会只とする。
访 6条 正会貝および货 助会貝の会赀 額は総会で決定される。
第 7条 本会は評祺员 会によって迎常され. 評琪员 は会貝総会により迸出される。抨雄貝の任期は2年 

とするか，苒任を妨げない。
笫 8条 砰铱 臾会はそのうちから次の役貝を迸ぶ。これらの役員の任期は2年とするが，再任を妨げな 

い。
会 長 1名 代 表 幹 讲 1名 辟 取 若 干 名  会 計 幹 职 1名 
監取 2名
日仏会舵フランス学長は，本会の名苷会丧 に推餌される。会禺絵会はその他にも若千名の名誉 
会 畏 •顧問を推鹉 することかできる。

访 9条 会長は会を代表し，総会の琪長となる。代表幹事は幹事と共に会S を補佐して会の琪務を司る。 
会計幹取は会の財政を遝宙する。監琪は会の会扑を監査する。

第10条 年に一回総会を開く。総会では評窈只会の報告を聞き. 会の重要問題を審琪する。会貝は委任 
状又は通信によって決雄に参加することかできる。

第11条 本会の会計年度は3月 1 日より2月末日までとする。
笫12条 この会則は松会の決铱 により変更することができる。
笫13条 以上の 1条から12条までの規定は.1989年 4月 1 日から発効するものとする。

S T A T U T  D E  L A  S O C IE T E  F R A N C O - J A P  O N  A I S E  D E S  E T U D E S  O R IE N ^ fA L E S

A it.l Il e s t  form e une association  qu i p ren d  le  nom  de Société  franco-japonaise des E tudes O rientales.
A it.2 L 'o b je t de la S ocié té  est de p ro m o u v o ir  les échanges sc ien tifiques et am icaux entre spécialistes français et 

ja p o n a is  des E tudes O rientales.
Art.3 Les m oyens em ployés p o u r réaliser l 'o b je t de la  S ocié té  son t entre autres les su ivan ts:

1 •  O rg an isa tio n  de conférences,
2  • E tudes et recherches entreprises en com m un par des sc ien tifiques français et jap o n a is  et p u b lic a tio n  de 
leurs résultats,
3 • D év e lo p p em en t des échanges de sc ien tifiques entre  les deux pays,
4 > O rg an isa tio n  de réun ions am icales entre  scien tifques f r a n ç a is  et jap o n a is , n o tam m en t à  l'occasiondes 
v istes des sc ien tifiques français au Japon ,
5 > O rg an isa tio n  de groupes de travail spécialisés, po u r la  poursu ite  de p ro je ts coopéra tifs franco-japonais . 
Le siège de la  S ocié té  est é tab li dans la  M aison franco>japonaisc et le bureau  à l 'é tab lissem en t au quel 
ap p artien t le secrétaire général.

Art.4

A it.5 S ont m em bres de la Société  tou tes personnes qui ap p rouven t le  bu t de la Société  et a c q u itte n t la co tisa tio n . 
La S ocié té  com prend  des mem bres ordinaires et des donateurs.

A rt.6
Art.7

La co tisa tio n  po u r des m em bres ordinaires et des membres donateurs est décidée par l'A ssem blée G énérale.
La S ocié té  est adm in istrée par le C onseil d 'A dm in istration . Les m em bres du C onseil d 'A d m in is tra tio n  sont 
élus par L 'A ssem blée G énérale  des membres. Es sont élus p our deux ans et son t réélig ib les.

A rt.8 Le C onseil d 'A d m in is tra tio n  é lit dans son sein:
- 1  P résiden t •1  Secrétaire G énéral 
• P lusieurs secrétaire - 1  T résorier - 2  A uditours.
Les adm in istrateurs ci-dcssus sont élus pour deux ans et sont réélig ib lcs.L e D irec teu r français à la  M aison 
franco -japonaise  est sta tuairem ent présiden t d 'honneur. En outre,
l'A ssem blée G énérale  peu t é lir  un ou p lusieurs présidents d 'h o n n eu r et p lusieurs conseille rs d 'h o n n eu r.

A rt.9 Le p résiden t représente la Société  et préside l'A ssem blée Générale. Le secrétaire généra l assiste le  P résiden t 
p o u r  assurer avec les secrétaires les activ ités de la Société. Le trésorier gère les finances de la  S ociété. Les 
aud iteu rs su rv e illen t la com ptab ilité .

A rt.10 L 'A ssem blée G énérale  se réun it une fo is par an pour en tendre le com pte-rendu  du C onseil d 'A d im in is tra tio n  
et d é lib ére r sur les problèm es im portants. Les membres de la Société  p eu v en t v o te r  par p ro cu ra tio n  ou  par 
correspondance.

A rt.11 L 'an n ée  fiscale de la  Société  com m ence le prem ier mars et p rend  fin  le dern ier jo u r  du m ois de février. 
Les sta tu ts p euven t 6trc m odifiés par décision  de l'Assem blée Générale.A rt.12

A rt.13 Les d isp o sitio n s sta tuaires prévues dans les articles 1 à 12 ci-dessus en treron t en v ig u eu r 
le  prem ier avril 1989.
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フ ラ ン ス 極 萊 学 院 院 長  

f日 ：^ :  ロ ン ノ ベ 、一 ル ^ ^ の 急 、

福井文雅

1 月12日に開かれた東京日仏会館の新年祝 

賀会の席上、デュル卜H. D u r t氏がこっそり 

と私に、 「ドゥニ. ロンバ— ル Denys Lom­
bard 教授が亡くなった事を御存知ですか j 
と声をかけて来られた。 「何ですって！ 一 

体それは何時？J と私は仰天し慌てて訊ねる 

と、 r 1月 8 日。原因は難しい病名で、後で 

お知らせします。」とのこと、私は一昨年 

(1996)パリ在住中の11月13日夕方、中国研 

究所三階で開かれた或る出版記念会でロンバ 

一ル氏を遠くから見かけ手を振ると、彼も手 

を振って羞じらい氣味の笑みを返してくれた 

時のことを思い出していた。その彼が亡くな 

ってしまったとは！ 燔宅して私は、令夫人 

クローディンヌ•サルモンClaudine Salmon 
に当てて、急ぎ弔文を綴った。

実は、ロンバール氏と私は、パリでお互い 

学生時代以来の長い付き合いであった（従っ 

て、以下は君付けで書くことをお許し願いた 

い）。パリの中国研究所は今でこそパリでも 

大分東に寄った感じのする地区に在るが、30 
年前では、同じ5 区でもバリ大学ソルボンヌ 

の中に在ったものである。リシュリュウ廊下 

に入□ があり、そこから階段を降りると、図 

書室がぐるりと周囲を囲む形の大部屋がそれ 

であった。その片隅に事務扱いの職員達の席 

があった。

1962年頃、そこへロンバール君はいつもよ 

く本を借りに来ていたものである。 「彼は大 

変な勉強家だ」と言う嗡 話を事務員から聞い 

た日のことを、私は今でも昨日のように寬え 

ている。当時彼は中国学を勉強していたので 

あった。

しかし、彼は中国学だけを勉強していたわ 

けではない。フィリオザJean F i l l i o z a t教 

授 が Collège de F r a n c e での古代インドと 

西欧世界との交渉を講義しておられた1962年 

の頃、私は同じ受講生の中に彼を発見した。

当時彼は、ソルボンヌ続いて高等研究院で 

歴史系授業を聞く傍ら、パリの東洋語学校で 

マ レ ー •インドネシア i吾、漢S吾、カンボジア 

語、シャム語を習得している最中であった0
彼と私との交友はその頃から始まっていた。

或る日彼は、 「来週からセデス教授の特別 

集中講義がインド学研究所で開かれるから、 

貴方も聴きに来ない？J と誘ってくれたc イ 

ンド学研究所は当時中国研究所に隣りあわせ 

であった。行って見ると、 ドイツから教授引 

率でパリまで来ている多数の学生を対象に、 

セデスG. Coedés教授か「クメール文化史j 
の特別講義をするところであった。

その時の数日間の講義ノートはまだ取って 

ある。講義内容もさることながら、セデス教 

授とドイツ人引率教授との打々発止の問答が、 

私には極めて刺激的であり、そういう場を与 

えてくれたロンバール君には感謝したもので 

ある0

その後暫く彼との交際は途絶える。26歳で 

彼が1964年から1年間給費留学生として北京 

大学歴史系に留学し、直ぐ続いて1966年から 

3 年間、フランス極東学院研究員としてジャ 

カル夕に滞在して、本格的にインドネシア史 

を専攻するようになったからである。そして 

1969年に高等研究院の社会科学部門のDi rec­
teur d’ études として Histoire de la Mé­
diterranée sud-est asiatique (東南アジア 

の地中海史）の講座を開設、1990年52歳でパ 

リ大学第4 で文学博士号を取得、57歳でレジ 

オン . ドヌール（シュヴァリエ騎士）勲章を 

授かっている。
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その間直接の交流は途絶えてはいたが、私 

達二人の間で、論文や著書のÆ り取りは統い 

ていた。例えば、1990年に三部作k  ca rre ­
four jawanais r ジヤヴァの四迁j  (インド 

ネシアi吾訳もある）を贈ってくれている0
ロンバール君の処女作は、クセジュ文庫の

U  Chine i i^ é r ia le ,  P a r i s , 1967 (帝政中

国）であった。四版を重ね、ポルトガル語訳 

もある。実は、その邦訳を私が出すはずであ 

った。 しかし、私が怠慢で日の目を見なかっ 

た。この場を借りて、令夫人にお詫びの言葉 

を送らねばならない。

ロンバール教授の令夫人クローディンヌ . 
サ ル モ ン Claudine Salmonは東南アジア史の 

専門家として知られ、その実力は夫君に勝る 

とも劣らぬ、と評判が高い。御夫妻での共著 

や共編の著作も数点あり、 Les Chinois de 
Jafcartd, temples et t;i.e coU ective r •ゾヤ 

カル夕の中国人. 寺院と共同生活j Paris, 
1980がその一例である。

私の弔文に対する返事の中で、 「学問上で 

もいかに二人が協力して来たことか、その事 

をこれまで以上に日々実感しています。一人 

だけで平衡を保つのは容易ではありませんj 
と哲いて来ておられる。

ロンバーノレ君は1938年 2 月 4 日のマルセ一 

ィユ生まれであった。 その彼が、 何故東南 ア 

ジア研究、特にインドネシア研究に打ち込む 

ようになったのか、何時か聞こうと思ううち 

にその機会を永遠に失ってしまった。令夫人 

にいつか聞かねばなるまい。

彼は1993年 1 月にフランス極東学院の院長 

に就任した。院長としてアジアにある各支部 

を訪ねることになり、早速日本にやって来た 

彼から、 「福井に会いたい」と言う連絡が入 

つた。久し振りに会ったロンバール君は、白

皙の美少年の面影を残し、相変わらず品の良 

い微笑みをたたえる物静かな男であった。

「新任の院長として訪日したので、日本の 

どう言う人に会い、どこの研究機関に行った 

ら良いか、相談に乗って欲しいJ これが、彼 

の相談であった。勿論私に否応は無く、然る 

ベく情報を伝えて別れた。

去年の春、一年以上のパリ滞在を终 えて帰 

国した私に、思いがけずも日本学術会議に出 

て 「国際学術交流• 協力」に当たる事態が起 

った。具体的にはアジア諸国との交流である。 

となれば今度は私の番で、フランス極東学院 

院長としてアジア睹国にネットワークをもつ 

彼に相談したい事が沢山ある〇 「ロンバール 

君が生きてさえいて呉れればJ と嗅く事態が、 

—再ならず今後起こるであろう。

上に述べたように、彼は中国学から出発し 

て東南アジア研究に向かったので、漢字文化 

圈とインド文化圈、その周辺地域の文化に通 

じていた。このように、アジアの両辺に目が 

届く人はフランスでも多くは無く、最近では 

むしろ少なくなりつつある。

こういう状況を見れば見るほど、ロンバー 

ル君の急逝が、フランスばかりでなく実は日 

本にとっても大きな痛手であり、取返しの付 

かない損失であった感を深くする。

何と言っても、60歳での去世は余りにも早 

過ぎた。旧友との在りし日々を様々に想い出 

し、哀惜の念を禁じえない。 合掌

〔追記〕本記事について、石沢良昭上智大学 

教 授 （本学会の評議員. 幹事）から— 部資料 

の提供を受けました。ここに深謝致します。

ロンバール教授の学問については、山本連 

郎名》会長が東方学会誌r東方学』に執筆な 

さる予定です。 一 1998年 2 月一
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ギィ•ガニョン氏を哭す

興 猫 宏

中国史学の研究者として知られるCNKS研究員 

ギィ神ガニョン （ Guy Gagnon〉氏が、一九九七 

年三月二日、急逝された。ガニョン氏の«纂に 

な る f史通與史通削繁通検J (一九七七年）は、 

数字のみによる独特の方式を用いた r史通J の 

—字索引で、 r史通J 研究のために大きな便宜 

を提供した労作である。また、一九八八年には、 

劉知幾の歴史奴に関する論文（髙La Notion 
cf h is to ire  chez Liu Zhiji fonctionnaire- 
historien à l ’éoque des Tang") で、博士の 

学位を取得された。三月十一日、サン= ジヱル 

マン神アン神レイ教会において、葬送のミサが 

執り行なわれ、同日夕刻、遗 体はペール神ラシ 

ェーズにおいて火葬に付された。遗 骨はいま力 

ナダのケベック州にある同氏の故郷に眠ってい 

る。心からご冥福をお祈りする。

以下の文は、ガニョン氏の逝去後、同氏の友 

人の求めに応じて草したものである。

氺

ギ ィ • ガニョンさん、あなたの突然の訃報に 

接し、ほんとうに费 きました。あなたの友人の 

—人として、悲しみに堪えません。心から哀悼 

の意を表します。

思えば、あなたと初めて会ったのは、ぼくが 

最初にパリに行った一九八ニ年の春でしたc 毎 

週月曜日の四時過ぎ、ディエニ先生の珑 義の後 

で、いつもソルボンヌの近くのカフェであなた 

とおしゃべりをするのが、ぼくの楽.しみでした。 

フランスやパリについての情報は、あなたから 

得ることが最も多かった。まだパリに来たばか 

りで、右も左もわからないぼくには、あなたの 

存在はほんとうに有り難いものでした。それに、 

あなたの日本語の流暢で連者なこと。あなたと 

話しているとき、ぼくはほとんど外国人を相手 

にしていることを忘れていました。

八六〜八七年にパリに一年間滞在したときも、 

時折あなたと会って、歓談を楽しみました。と 

りわけ印象に深いのは、クリスマスの休暇に、

映® の大好きなあなたが、当時封切られたばか 

りのショーン• コネリー主浪 r 踏狼の名前」

( Le nom d e 1a rose)をぼくにブレゼントして 

くれたことでした。あいにく、そのころ国鉄 

(SNCF>のストが丧 く統いていて、交3外に住ん 

でいたぼくは、あなたとの約束の時間に問に合 

うよう、ニ時間も早く出かけていったものでし 

た。映画の内容は中世の修道院を舞台にした推 

理もので、時代背景などぼくにはよく理解でき 

ないところも多かったけれど、映画が終わって 

からのあなたの親切な解説で、大体のことが呑 

み込めました0 あなたは毎週二三回は必ず映画 

を見るという映画通だったから、その蘊蓄をも 

っと間いておけばよかったと後悔しますが、ぼ 

くの贫 しい映画の知雉で果たして理解できたか 

どうか、自信はありません。

八八年にあなたが日本に長期滞在していたと 

き、当時執筆中だった f 史通の学位論文のた 

めに、あなたは月に何度も東京から京都まで通 

ってきて、ぼくの意見を求められました。長い 

努力が実って、あなたの博士論文を手に取った 

とき、パリや京都であなたとともに『史通』の 

テクストを読んだ日々のことが思い出されて、 

ぼくも満足感に浸りました。

昨年の初冬に、ぼくが Collège de Franceで 

辑 義を行なったとき、あなたは毎回必ず出席し 

て、最前列で熱心に聴講してくれました。その 

ときの様子では、気がかりだったあなたの健康 

状態も以前よりはずっと良い感じだったので、 

ぼくはすっかり安心していましたc 講教の準備 

であわただしい時間を送っていたので、以前の 

ようにあなたとゆっくり話をする機会が得られ 

なかったのが心残りでしたが、あれが永訣にな 

ろうとは、夢にも想像できないことでした。

では、さようなら、ギィ。名残はいつまでも 

尽きませんが、どうか安らかにお休みなさいc 
あなたが天国で、好きな映画を楽しんでいる姿 

を思い浮かべていますc
— 九九七年三月十日

京都にて 興 脎 宏
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『ス ッ 夕ニパ 一 夕』 について
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はじめに

r スッ夕ニパー夕』は.現存する膨大な仏典 

の中で.煨古届の伝承をもっともよく伝えるテ 

キストである。言い換えれば.仏陀自身の教説 

を知る上で，もっとも直接的な資料である。 し 

かしながらその内容はなお十分解明されておら 

ず，主要語にさえ苽味不明瞭なものが少なくな 

いのが現状である。

従 来 は ，Mahâ-niddesa， Culla-niddesa. 
Param atthajotikà等の注釈文献を利用し，そ 

こに披瀝される解釈を適宜取拾して，本文解 

釈が行われて来た〇両 Niddesa.は，「スッ夕ニ 

パー夕』の注釈文献でありながら聖典と位® 
付けられるほど早期に（紀元前 2 〜 1世紀頃） 

成立したと推定 'される。 しかしなお r スッ夕ニ

パー夕』煅古屈の成立からは，後に一端を述べ 

る諸種の琪悄を勘案すれば， 2 世紀近く遅れる 

であろう。他方， 5 世紀の Buddliaghosaの著 

した注釈Param atthajotikâは，時 に 3 世紀初 

頭の漢 訳 r趂足経』と共通の因縁物語を詩節に 

添える琪実からして.その原资 料は紀元初頭ま 

で遡る可能性があるが，注釈内容は明らかに両 

Niddesaを承けており，より成立が遲いことは 

確かである。先に述べた用語解明の第一の困難 

は，このような，原伝承と注釈との時代的_隔 

による注釈における原意逸失によるものであ 

る、

理解を妨げている第 2 の要因は，r スッ夕ニ 

パー夕 J! の成立取情に閲わる〇 5 窣 （vagga) か 

ら成る f スッタニパー夕』の前部 3 章は後部 2 
寒に比して成立が遲いという仮説は早くから提 

唱されているが，これを具体的に検証する研究 

は多くない2。さらに詳細な分析のためには，「散 

文」と来歴を述べる詩節群」とを区別する必 

要がある。このように「スッ夕ニパー夕』を 4 
眉に分かって分析を試みると.諸種の事象が層 

によって異なる現れ方をすることが発見された0 
本稿はその概要報告である。

数世紀を隔て，その間の教団の急速な拡大と 

ともに生じた教理上の変化を反映する4 瑙を区 

別することなく，一•貫した思想体系を求めよう 

とした所に従来の困難はあったと策写は考えて 

いる。各厢 の理解は，直前あるいは同時代に成 

立したとみられる諸 UpaniçadやSathapatha- 
Br5hma<Ja等と比較し.各層を思想史的発展中 

に位S 付けつつ行う必要があろう。ここに述べ 

ることは，そのような将来展望の下におけるさ 

さやかな一歩である。

L M ahâ-丨d d d e s a で さ え . 2 種 の 解 釈 を 与 え る こ と が し ば し ば 見 ら れ . そ の 多 く の 場 合 ， 本 来 の 意 味 が 失 わ れ て い た  

こ と を 示 唆 す る 。

2例 外 を な す の は 荒 牧 典 俊 氏 （京 都 大 学 人 文 科 学 研 究 所 教 授 ） の 研 究 で あ る 。 r ゴ ー タ マ • ブ ッ ダ の 根 本 思 想 j 岩 波 饼 座  

束 烊 思 想 r イ ン ド 仏 教 I J 東 京 . 1 9 8 8 年 p p .6 1 -9 8 の ほ か . 数 規 の 输 文 が あ る 。 本 稿 は . こ の 荒 牧 教 授 の 所 説 の 延 長 線 上  

に あ る 。 K .R . N o r m a i i氏 も そ の 択 注 解 迎 に お い て 若 千 の 指 摘 を 行 っ て い る ： T h e  G ro 丨丨p  o f d isc o u rses  ( S u t ta -n ip à ta ) ， 

V o l . I I , in t r o d u c t io n ,  s .v .
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1 . 『スッ夕ニパー夕』 の 4 層

( 1 ) /2分けの根拠

現存する rスッ夕ニパー夕』は• 1149詩と若 

千の散文を含み， 5 窣から成っている。 しかし 

r スッ夕ニパー夕』の名は北伝に確認されず，現 

形編茲はかなり後代のことらしい◊次の根拠に 

よって，後部 2 章は • 前 部 3 章よりも古く成立 

したと推定される。

1• 上 述 の 如 ぐ 4 窣 • 5 窣に対する注釈は， 

注釈として扱われず，Niddesaの名で聖典 

とされる3〇これは両窣の成立が格段に早 

かったために，その注釈までが聖典に所旗 

せしめられたものと解釈される。

2• ニカーヤ • 阿 含 中 で rスッタニパー夕』詩 

節が引用される時， 4 窣 * 5 窜 の詩節は章 

名を添えて引用されるが，前部 3 章の詩節 

は出典が明示されない。

3• しかもニカーヤ• 阿含と共通する r スッ夕 

ニパー夕』詩節は前部3 章に著しく.後部 

2 章については• 上記の，車名を特定して 

引用される小数の場合を除き，無いに等し 

い （本稿末尾の表 6 参照）。 これはニカー 

ヤ編纂時には既に後部2 章は定立されてお 

り，伝承の重複を回避したものと解される。 

出典明示の事実とともに ， 4 • 5 草編慕が 

ニカーヤ編幕にかなり先行することを示唆 

する。

4• 漢 訳 r義足経』（220年代に訳出）は第 4 
窜 Anhaka-vaggaの訳である。また 4 章 

は，サンスクリット版の一部が中央アジア 

から出土している。すなわちコータン写本 

は 814〜846詩を，西域北道出土の断片は 

912〜975詩を含む。この事実は北伝にお 

いても，第 4 窣が単独経典として伝承され 

たことを示す4。

以上 4 点のうち，第 2 点 と 3 点は，従来比較 

的看過されて来た彤実である。稿末に掲げた表 

(表 I ) は，煅近矢岛 道彦氏が公刊された r スッ 

夕ニパータ』詩節と他文献との詳細な対応表に 

主として基づき作成したものであるs〇この表 

によるのみでも，前 3 章と後 2 章の差異は歴然 

であろう。

以下の検討においては，さらに次の2 部分を 

区別する。

1 .  因緣詩（Vattlm-gàthâ)
2 .  散文

Culla-niddesaは， 5 章に収められる仏陀と 

諸弟子との問答詩群がいかに成立したか，その 

来歴を述べる5 章冒頭の詩節 （Sn 976-1031) に 

は注釈を付さない。これらはParamatthajotikâ 
によっては「因縁詩」（Vattliu-gâthâ)と呼ばれ, 
Niddesa編慕には存在しなかったと思われる。 

同 じ く 「因縁詩」とされる詩群は2 . 3 章にも 

あり （Sn 335-336; 679-698),これら 78詩は別 

に扱うこととする。

また. 散文も別扱いとする。

( 2 ) 『スッタニパー夕J の 4 層

このようにして，rスッ夕ニパー夕』を次の4 
部分に分かち . I 〜IV 層の名で呼ぶ。

I 層 ： Vaggas IV, V (766-976, 1032-1149)[=ls2] 
II/S : Vaggas I 〜 I I I  (1 一678, 699- 765) [= fs3]
III 層 ： Vatthugâthâ (335-336, 679-698, 976-
1031) [ = vtt]
IV 散 文 部 [ = prs]

さらに詳細に見れば，例 え ば Culla-niddesa 
は第 1 章 「犀角経 」 （Sn 35-75) には注釈するか 

ら，これを古/1 ( = 1 屑）と見ることは可能であ 

る。あるいは，第 5 章末尾の賛喚詩群（S n 1124- 
1149) や Tuva^aka-sutta (Sn 915-934)は，内容 

上やあるいは韻律上（Â ry âという新形）から，

ただしC u lU -n id d esaは， 5 寒の因緣詩V atthii-gSthâ (Sn 976-1031)には注を付さず. また第1 章 「犀角経」 （ Sn 
3 5 -7 5 )の注釈を含む。

4A .F.R . Hoernle, Sutta. Nipâ-ta in a Sanskrit version from E astern Turkestan*, J R A S t pp .709-32; W.
Claw iter L. H oîtzm ann， aws !Tur/an/îinden， Teil IV, W iesbaden, 1965, Nr. 662. さら 

に L. Sander & E. W aldschm idt, do, T e il .V ,1 9 S 0 , pp.236^7, Nr. 50 には一速の rスッタニ^ •ヽ一夕 J 対応持節がある 
が• これらは r スッタニパー夕J からランダムに詩節を引用する他経典（阿含）の一部と思われる。

5矢岛 道彦編 r S u t t i n i p i t a 対応句索引J 「雄見大学仏教文化研究所紀要J 第 2 号. 平成 9 年 3 月 p p .1 -9 7 .なお.こ 
の表に，前 注 に し た H o ern le校盯 のサンスクリット写本への言及が脱落していることは，大変な労作であるだけに惜 

しまれる。



Niddesaに註されるものの.後代付加と見るこ 

ともできる。このようにさらに棺密な分析は必 

要であるが，先ずは全体の大筋を把握するため , 
上記 4 ® について検証された結果をここに報告 

する。

以下の比較には，以上 4 層の他に， 

r法句経』（Dhammapada) [= Dhj 
も比較対象として加える0

2. 4 層 お よ び 「法句 経 」 の比較

( 1 ) 文法とS吾蟹

以下に示す対照表は，個々の文法事象•語觉  

について出現回数を数えたものである。 

i. 文法事象

\  m
事 象 \

I
ls2

II
fr3

III
vtt iïs

Dh

-m- 12 9 4 一 3
-y- 4 1 - - -
-(1- - 6 - 2 -
carahi[-.] 2 - 一 - -

(w.) - - 3 - -
tumo 2 - 一 - 一

attâ 1 - - - 4
âtumânam 3 - - 一 一

attânam 2 8 一 1 16
tuvam 5 13 - - -
tvam 9 11 1 7 -
-âse (n.ml.) 17 4 - - -
jarasâ (inst.) 2 - - - -
-tave 2 2 - 1 2
-tum 3 13 一 3 4

先ず正畨 法に閲しては，つなぎ子音 - 
は全体的に使用されるが . -d-は I 層 （後 部 2 
章）に見当たらない。次に子音群の扱いを見る 

と，間投詞 carahi (「確かにJ ) は I 層では韻律 

上 2音節，I I I屈 （Vatthugàthà)では3 音節に扱 

われる。またatraii(=Skt âtm an)の主格単数お 

よび対格単数はそれぞれattâ, auànam が一般 

に使われ，分かち母音-u-を伴う . tumo (attan 
の主格単数）およびàtumânam (a ttanの対格単 

数）両形は，ともに I 層に限られる。他方同じ

分かち子音を伴う形であっても . t uvamは ， II 
厢 にも用いられるが . I V® (散文）で見られ 

ないことが注目される0
tuvamについて，ニカーヤ•ヴイナヤまで調 

査の範囲を広げると . 4 ニカーヤには定型句お 

よび韶文に1〇例，rテーラ • テーリ一ガーターJ 
(韻文）に 8〇例のほか. r ジャー夕力』の韻文に 

多数が検証される。従って tv am という形のみ 

を 用 い る r スッ夕ニパ一夕』散 文 （i v ® ) は， 

定型句を除いたニカーヤ散文の状況と一致する 

ことになる。

名詞曲用では，a 幹 • 主格複数の -âsàb ( 2 重 

拔数語尾 -âs + a s ) の柬部中期インド形 -âseは 

1/1で多用され . I I ®にも小数ながら見えるが . 
以降は姿を消す。「老いJ の古形 jaxasの具格単 

数 ja ra sâは I 賜のみに見える0
動飼形については，ヴヱーダ以来の与格の不 

定 形 -tav eは I I 餍 以降に古典サンスクリット 

と共通の対格不定形 - tu m に大幅に席を譲って 

いる。

以上のように，各層によって異なる使用語形 

を確認できること，また-âseや jaras-等，古形 

は古/Sに検証され，-tm nのような古典期の標準 

形 は II ® 以降の新届に頻用されることが判る。

なお，-âsabは .f*リグヴューダ』以 降 （引用を 

除き）消滅し、古来の-砧が中期インド語を含 

めて全面的に使用されることになる。アショー 

力碑文にも，西部碑文の2 例を除きこの形はな 

いから、この-âseを 含 む r スッ夕ニパー夕』詩 

節はアショー力時代以前の作である可能性が商 

ぃ6〇

ii• 比 丘 と 笕 者 （表は次頁））

語窠について見ると，比丘（bhikkhu)は ， I 
屑には複数形が現れない。党 者 （buddha-，sa.m- 
b u d d h a-)も同様である。 I / S に描写され•勧 

奨される修行生活は僧団を前提することなぐ 

ひたすら孤独の遊行であるのに対し，後数の比 

丘に対する呼び掛けを含むI I屆の次のような詩 

は• 僧団生活の始まりを示唆する。上の検証結 

果は，このような事実と無関係ではあるまい。

なお. ヴューダ杻形から古典期サンスクリットへの言箝的発展史の中にバーリ招を含む中期インド語を位》付ける 

作楽は• J u U s B L O C K ,L 7 m ^ -o ry a n以来継铳 中であるが. 最折の成果は. Miel丨a e lW IT Z E L , T ra c in g th e V e d ic  
D ialects，. jDiciZectw darw /t'W érahres indo-or*yerm« (éd. C .C ailla t), pp. 97-266, Paris. 1989 に雄められている0
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語 觉 \
I
ls2

II
fr3

III
vtt Z

Dh

bhikkhavo(voc) - 3 - - 2
bhikkhave(voc) - 一 - 17 -
bhikkhu-(pl) - 4 1 7 1
bhikkhu-(cmpd) 一 3 1 24 -
bhikkhu-(sg) 22 4.5 一 38 24
bhikkhate - - - - 1
buddha-(pl) - 5 - - 6
sambudclha(pl) - - - - 1
buddha-(sg) 5 22 9 9 9
buddha(cmpd) 1 3 - 1 5
sambuddha(sg) 2 8 7 - -

sambuddha(cmpd) - 1 - - -
sambudh- - 1 - ■ -
sammâsambuddha - 2 - 3 3

280. yam evarüpam jânâtha 
bhikkhavo gehanissitam 
pâpiccham pâpa-samkappaip 
pâpa-àcâra-gocaram

281. sabbe samaggâ hutvâna 
abhinibbijjayâtha nam 
kârandavain niddhamatha 
kasambum apakassatha

「比丘たちよ，そのような，俗的生活に馴染み . 
惡を好み，惡巧みをし.品行が悪い者を知った 

時には . あなたがたは一団となって，そのよう 

な者を追放しなさい。籾 （もみ〉を吹き飛ばし 

なさい。朽ち木を投げ粢てなさい〇」

なお，bhikkhuの 2 種の祓数呼格形のうち . 
bhikkhavoは I I® に限られ，束方語形とされる 

bhikkhaveは IV屆 （散文）にしか現れない。 IV 
屑 は I*スッ夕ニパー夕』の最新層であるから . 
この事実は，束方昭形を.西部中期インド語で 

あるパーリ語に残存する古い要素と見なす従来 

の仮説の見直しを迫るものである。

そこでニカマヤ全体とヴィナヤまで検証 

範囲を広げて見れば，先ず韻文においては， 

bhikkhaveの用例は見当たらない7〇 bhikkhavo 
は小数ながら存在する。これに対し散文におい 

ては• 膨大な用例はほぼbhikkhaveに限られる。 

その例外をなすのは，具足戒の際のブッダの認

可の言葉（ヴイナヤ：ethabhikkhavo ti bhagavâ 
av o ca)と、比丘たちとの対話開始の定型句（ニ 

カーヤ :bhagavâbhikkhü âmantesi. bhikkhavo 
t i，b h a d a n te ti .)の 2 定型句のみである0

以上の琪実は，bhikkhavoが古くからの伝承 

形であり，その記憶が上記2 定型句に残存して 

いると解されるs。

この状況は、同じ東方語形である先の-âseと 

は逆である。古形-à seは対応ヴ x — ダ語形と 

同じく早期に消滅したが、後に東インドから 
マ ー ル ワ 一 に 至る地域に形成された「束 部コ 

イネ一地帯」の仏教教団中で市民権を得た新形 

bhikkha-veは、広く使用されることになったと 

推定されるが，この点に関してはさらに詳細な 

検討を要する。

iii•修行者と信者

\  ®
路 彙 \

I
ls2

II
fr3

III
v t t

IV
p rs

Dh

m uni- 33 36 1 - 7
m o n  a- - 8 1 - 2
ScLmana- 12 20 一 44 5
p a n d ita - 5 11 2 - 22
su g a ta - 一 4 - 4 2
ta th â g a ta - 1 20 2 2 2
a ra h a t- - 13 1 9 4
sâvaka- - 12 一 1 8
u p âsak a - - 2 - 6 -
ây à sm a t - 棒 27 14 -
th e ra - - - 一 2 2

その他の修行者•仏弟子•在俗倌者の呼称を検 

証すると，I ® で修行者を指して最もよく使用 

されるのは哲人（m uni)であって .行者（沙門， 

samaija)を凌いでいる。 しかしm uniの語はま 

もなく急速に廃れ，一般のニカーヤ中では沙門 

に圧倒されて殆ど使用されなくなった。IV 庖 

(散文）は，このニカーヤの状況と一致するも 

のである0
他方仏陀自身を指すと見られる普逝（sugata), 

如来（tathàgata)の語は，時に仏陀を指す阿羅 

漢 （a ra h a t) ,あるいは仏弟子•倌者を指す声聞 

(sàvaka) •優婆塞（upâsaka)と同様， I ® には見

7ただしミスプリン卜によって時にb liik k liav eと印刷されるc 例えばS am yutta  Nikàva V ol.l, p .3 6 ,】. 3 など。 
1上紀 tu v a m の場合も，奴文中では定型句にのみ残存した。
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られない。また具寿（âlyasm at).長老（thera)は 

I® . I I ® を通じて見えない。

このように，I /Sにおいて教団に閲わる語觉 が 

欠如していることは. 先の比丘 •覚者の語の_  
形不使用と符合し，I I® 以降.教団が急速に拡 

大してゆき，それに伴って教団としての惯 習や 

規程の整備が逃められたことを証していよう。

iv. 仏陀

\  JS
語 觉 \

I
ls2

II
fi.3

III
vtt

IV Dh 
prs

sakka(sâkya) 5 1* - — —
sakka(sakra) - 2* - — —
sakya(sâkya:pl.) - - 5 -  -
sàkiya(sâkya) - 1 1 -  -
sakyaputta - - 2 3
sakyakula - - - 1
sakyapungava - - 1 -  -
sakyamuni -  1
gotama- 15 15 1 65 6
mârisa (voc.) 9 - 2 -  -

光ず仏陀の部族名称「釈迦族」の形について 

見ると，I 屑では子音群同化を伴うsakka- (サン 

スクリット語形“ .kya-に対応）として現れるが , 
この形はI I層以降には使われない。I I屑におけ 

る唯一例345詩は，次の346詩の sakka( = éakra 
帝釈天）との言梨遊びによるものである9。これ 

に対しII ®以降は• sakya-あるいは稀にsàkiya- 
を用いる。

ニカーヤ全般について検証すると，sakya•が 

一般に用いられ，ただ，例 え ば 「釈迦族のマ 

ハ ー ナ ー マ 」（mahânâmosakko) というように 

人名の形容詞とする時のみ一貫してsakka-とい 

う形を用いる〇古くからあったsakka•という形 

がéakraとの混同を招きかねないために，定型 

表現を除き sakya••に統一したものであろう。こ 

のようにパーリ語の綴りには，音韻的一般則を 

鑛視して人為的統一•を図った而が少なくない。 

しかしそれも早くから聖典の権威を確立した韻 

文には及ばなかったため，そこに歴史的変遷を 

跡付け得るのである。

mârisa (「あなた様」）は.ニカーヤ全体の調 

査では.現れる簡所が局所的であることが注目 

される。ITマハーバーラタ』（徳永宗雄氏デ一夕 

ベース）においても，使用は中核部（おそらく 

古® ) の 6 〜 9 窣に集中する。叙琪詩にはパー 

リから入ったとされるため，『スッ夕ニパー夕』 

I /S との閲係が興味深いが，解明は将来に委ね 

られている。

v . 再 生 • 輪 廻 • 寂静 •奈落

\ 層
語 觉 \

I
ls2

II
fr3

III
vtt

IV
prs

Dh

bhavâbhava-
punabbhava- 2

1
9 2

—
一

uddhamsara- 1 - - - -
jatijarâ- 10 2 - - 3

hline jâtimarana- - 6 - ■ -
samsara- - 8 - - 4
nibbâna- 9 4 _ - 12
nibbana-
nibbâ-
nibbuta-

1
1
3

1
6

- -
2

3
abmmbbuta- 3 3 - - -
panmbbâna- - 1 - - -
parinibba(ti.ye) - 2 - - 1
parinibbuta- - 8 - 5 1
niraya-
naraka~

— 8
1 _

27 7

I JSには. 「諸生存」（bhavàbhava-)•「再生存」 

や 「次の生存へと流れ行く人」（uddhaipsara-) 
はあるが，「輪廻」や 「生死」（jàtim araça-)は 

ない。

「生死」は jâti-maraça-samsàra- (Sn 729.a) 
という表現に見えるように「輪廻」の同狻語で 

ある。従って果たしてIJSにおいて「輪廻」の観 

念が成立していたか否かは微妙な問題であるが . 
「再生存」や 「諸々の生存」を言う以上.それに 

近い考えがあったことは否めない〇ブラーフマ 

ナ文献には . 天界からの「再死」の観念はあっ 

ても，地上の人間への「再生」の観念は欠けて 

おり，後者はウパニシャッドに初めて現れ，そ

9H. S m ithは• この待については指摘しないが，6 5 6詩については地口の可能栏 を指摘する。Cf. P a ra in a tth a jo tik â  
I I ; Vol.III. p .7 7 1 ,( 1 ) Sakka, s.v.
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こに「輪廻」観念が成立すると言われる。「スッ 

夕ニパー夕』の 「猪生存 j  r再生存」は• 「輪廻」 

への一歩手前か.あるいはほぼ等しい観念の別 

の表現であろうと推測される。

また. 後 に 「涅槃」と音写されるnibbânaは. 
r スッ夕ニパー夕』中では银 に平安の境地を表 

わしており，「死」と結び付かない。それはこ 

の後に見る欲望の考察と関連している〇また， 

nibbâna (寂靜）はあるが• parinibbuta (完全 

な寂静の）は見えない。

I 鹿 に 「奈落J 「泥架耶J ( = 地獄）が欠ける 

のは，後に見る「善行」「恧行」の応報思想の 

発展と関係していよう。

v• 漏 • 渴愛•随眠など

\ 層
語 觉 \

I
ls2

II
fr3

III
vtt g

Dh

âsava-: 
anasava- 5 4 一 _ 3
âsava + vid 1 - - - -
âsava -f ksi 一 9 - - 5
âsava + others 1 4 - - 4

tanha- 25 17 1 2 20
(tanhakkhaya) 3 — - - 1
a.nusaya- - 7 - - 1
rüpa- 18 11 - 5 3
sannâ- 6 3 - - 1
vinnana- 5 3 一 2 1
samkhâra- - 6 - 3 3
vedanâ- 1 3 - 2 1
punna- 1 25 1 3 19
papa- 2 30 - 3 44
pâpaka- - - - 1 5
papika- - - - 3 4

後期ブラーフマナから初期ウパニシャッドに 

かけて次第に鮮明に「意向」（kratu )や 「欲望」 

(kàm a)が，人の行為を根本的に動機付け，色 

付けるものとして意識されるようにな6 た。後 

代 に は 「漏」と涣 訳されるâsavaは，原始仏教 

において，そのような行為の「勋 機付けJ を指 

したと考えられる。それはまた「動機」として 

の 「渴望」（tai>hà)の類猱語であった。I 滔に 

おいては，「（我欲的）動機付けの無い（人）」 

(anâsava)という言い方が好まれ，「動機付けを

滅 す る （= kçi)」という表現はない。他 方 r渴 

望を滅する」（tapha-kkhaya)は 3 ヶ所に見え . 
この表現が11®になって初出する「動機付けを 

滅する」という表現を誘ったように見える。

「渴望」を人の意識の根底に把捉しようとす 

る 「潜 在 欲 望 （随眠）」（amisaya)は I I；!以降  

に現れる。これは次詩に見るように . 「渴望」に 

閲する考察が一；！精密となったことを反映して 

いよぅ0
14. yassanusavA na saïui keci

muiA inp] akusalA samUhatAse 
「その人には，いかなる潜在欲望もなく.災い 

をもたらす諸々の根がすっかり抜かれている。」 

また，五 蘊 （色，受，想，行，識）のうち， 

「受」と 「行」は I 層に殆ど見えない。

また 1廇 では，先に述べたように，因果応報 

理論の一環としての善行（p u ü û a ),悪行（pâpa) 
が主題となることはない。唯一の用例は次のよ 

うに，それへの無関心を勧めるものである0 
790. na brAhmaNo aJJato suddhim Aha 

üiTThe sute sllavate mute vA 
pu J Je ca pApe ca an Jpalitto 
attaJjaho na-v-idha pakubbamAno 

「バラモンは（自分自身以外の）他のものによ 

る清めを語らない。経験，学習 • 戒律や《い , 
想念，善，惡にとらわれることなく，（それらの） 

作り出してしまったものを捨て，また.いま作

り出すこともないのである。」
* * *

以上のよう（こ. I 層は後代に見える教理的発逮 

を示していない場合も多い。 しかし最後の790 
詩にも確認されるように，それは思想水準が低 

いことを意味しない。そこには I I層以降を凌ぐ 

しなやかで確固とした思想があることを付言し 

ておきたい。この点については別稿を期して論 

ずることとする。

(2) ァヌシュトゥブ奇数行の韻律

以上のようにrスッ夕二^ぐ一夕J の 4 塯 は互い 

に相連を見せる。これら各層についてアヌシュ 

トゥブ禅の奇数行形式を調べると.次頁以下の 

表 （数字は百分率）になる。当然散文® ( i v 屈） 

は省く。
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锻 初に比較のために ， éathapatha Bràhmai^a Brâhmana 34.4 %
中のアヌシュ卜ゥブ律の形式分布表を揭げる0 I® 59.1 %
第 1棚の力デンスリズム卜 - ^ ^ ) の合計は，ブ I I 廇 70.0 %
ラーフマナから順に次第に低くなる0 I I I層 71.7 %

Dhammapada 76.2 %

Brâhmana 14.4 %
I/S 13.9 %
I I 層 : 2 . 9 %
I I I JI : 0.9 %
Dhammapada : 1.5 %

こ れ に 対 し ，第 2 櫚 の 楞 準 律 （Pathyà: 
一 - は，次のようにブラーフマナから順 

に次第に高くなる。

古典期のアヌシュトゥブの奇数行は，力デンス 

リズムで終わらないことが特徴で，それによっ 

て偶数行末の力デンスリズムを強調する10〇 I 
層においては 13.9%がこの形式を取り，I I 層 

以降と際立った隔たりを見せている。

一方，標準律は一般に時代を下るにつれて增 

加する。やはり I ® と I I描の相違は著しい。こ 

のように，語形，語棄について見られた懸隔は , 
韻律においても確認される。ことに I 層と I I層 

の隔たりは大きく，時 代 の 差 （1 世紀程度？） 

を推測させるであろう11。

*以下の表における略号は次の通りである。

cad = cadence rhythm P = Pathyâ
I = Vipulâ 1 II = Vipulâ 2
III = Vipulâ 3 IV = Vipulâ 4
In it.re s .=： Initial resolution.

表 1 S a th ap a th a  B râhm ana: Anustubh lines = 3o.
\  2nd hf 

l s t  h f \
l(cad) 5(111) 6(IV) 8

——V ^ Total

m ^ ----- 8.6 8.6 - 2.9 2.9 - - 23
1* — V — - 11.4 2.9 5.7 17.1 - 8.6 一 45.7
y v v —— 2.9 2.9 一 2.9 -  一 - - 8.7
t ^ ---^ 2.9 8.6 一 2.9 一 — - - 14.4
j v V — w 一 - _ 一 - 2.9 - - 2.9

b h  v v 一 2.9 - - 一  一 - - 2.9
S  id  V V  — - - - - 一 - 2.9 - 2.9
n ^ v s/ v -
Init.res. 一

Total 14.4 34.4 2.9 14.4 22.9 11.5 - 100.5

10ヴ* 一ダのガーヤトリー律（3 行特）は奇数. 偶数両行とも原則として力デンスリズムで終わる。アヌシュトウブ 
はこのガーヤトリー律から派生したものである（その詳細は別稿を期す）。

11本研究は• 文部省科学研究费 筮点領域研究 r人文科学とコンピュータJ 応募研究「インド古典ニ大叙亊詩の韻律」 

(跺 題番号0820722 9 ) の研究成果の一部である。
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表 2 S u ttan ip â ta , Vaggas IV & V: Anuç^ubh lines = 238.

\  2nd hf 
lst hf* ヽ v

l(cad)
ソ ー  V/ 乂

2(P)
v 一 - 父 J ： ? :

5(III) 6(IV)
: —J Total

m ^ ----- 1.3 10.9 - - 2.1 0.4 1.3 - 16
i• 乂  — w — 0.8 5.5 0.8 1.3 4.2 0.8 0.4 0.8 14.6
y ビ /̂ — 一 3.8 16.0 0.8 0.8 0.4 0.4 0.8 - 23
t  s  — -  v/ 2.5 15.1 - - ~ - - - 17.6
J ü — V 1.3 4.2 - .T — - - - 5.5

bh 父 _  ̂v 3.4 2.9 - - - - 0.4 - 6.7
S ü v  ̂— - 1.7 - - - - - - 1.7
n ü v v v - 0.8 - - - - - 0.8
Init.res. 0.8 2 0.8 0.8 1.6 1.7 3.7 2.1 13.5

Total 13.9 59.1 2.4 2.9 8.3 3.3 6.6 2.9 99.4

表 3 S u ttan ip â ta , Vaggas I 〜 III: Anustubh lines = 828.
\  2nd hf 

lst. hf sヽ
l ( c a d )
v — s/

2(P) 5(m ) 6(IV) 7(V)
- J Total

m ü----- 0.6 14.6 1.1 - 0.5 - 0.4 - 17.2
J* — V — 0.2 7.0 1.1 2.1 5.2 0.6 0.5 - 16.7
y 2一 — 0.4 16.7 1.2 0.1 0.1 0.1 0.2 - 18.8
t ^ — v 0.2 10.3 - - - - 0.1 - 10.6
j  v V/ — V 0.5 9.1 0.1 - 0.1 - 0.4 - 10.2

bh 公一vv 0.6 5.3 - 0.2 0.2 0.1 - 6.4
g V/V v — - 1.1 0.1 - 0.4 - - 1.6
fl ^ V V V 0.1 1.2 - - - - - - 1.3

In i t .r e s . 0.3 4.7 0.6 1.1 3.5 0.2 2.9 3.4 16.7
Total 2.9 70 4.2 3.5 10 1 4.5 3.4 99.5

表 4 S u ttan ip â ta , V atthugâthà: Anustubh lines = 110.
\  2nd hf 

lst hf \
l(cad) 2(P)

v — — ̂
5(III) 6(IV)

- J Total
m ^ ----- 0.9 21.8 0.9 - 0.9 0.9 - 25.4'
1* 2 — V — - 3.6 2.7 4.5 3.6 2.7 0.9 一 18
y ^ w —— - 9.1 0.9 - 0.9 - — 一 10.9
t M---v - 8.2 - - - - 0.9 一 9.1
j ü v — - 10.9 - - 0.9 - - - 11.8

bh v/v - 10.9 - - - - - - 10.9
g V v V — - •2.7 - - - - - - 2.7
n h ̂  ̂  v - 0.9 - - - - - - 0.9
Init.res. 一 3.6 0.9 0.9 1.8 - 0.9 1.8 9.9

Total 0.9 71.7 5.4 5.4 8.1 3.6 2.7 1.8 99.6
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表 5 D ham m apada: Anustubh lines = 724.
\  2nd hf 

lst hf \
l(cad)
V — V父

•2(P)
v — 一 父

4(11) 5(i i i ) 6(IV) 7(V)
Total

m ^ ----- 0.1 13.1 0.7 0.1 1.1 0.1 0.3 一 '15.5
r ü — w — 0.1 11.6 1.4 2.9 4.1 0.3 0.6 0.1 21.1
y  ü  n/ — 0.4 18.6 0.3 0.1 - 0.3 0.1 一 19.8
t 乂 —  v 0.4 9.8 - - 0.1 - 0.1 - 10.4
j 0.3 12.4 一 — 0.3 - - 一 13

bh ü — - 6.S 一 - 0.3 — - 一 7.1
s ^ ̂  •-- 0.1 0.8 - 0.1 0.1 - - — 1.1
n ü  ̂ v - 0.1 - - - - - - 0.1
Init.res. 0.1 3 0.7 1.2 2.9 — 1.8 1.6 11.3

Total 1.5 76.2 3.1 4.4 8.9 0.7 2.9 1.7 99.4

イ寸録1 : S a m y u t t a  N ikâya I. Sagâtha-vagga: Anustubh lines = 134S.
\  2nd hf 

lst h f \
l(cad)
v  — ゾ乂

2(P)
v  — — 2

3(1)
V V V v/

4(11)
一  v  v  ü

5(III) 6(IV) 
— ^

7(V)
v  >>/ — V

8
一 — ソ 乂 Total

m M----- 0.5 12.5 0.3 0.1 1.0 0.4 1.2 - 16
r  m  ^  — 0.6 11.4 1.0 2.4 3.0 0.2 1.2 0.1 19.9
y 乂 ヮ _ — 0.4 14.8 0.7 0.4 0.3 0.4 1.1 0.1 18.2
t  Ü  ~  ^ 0.3 8.1 0.1 0.1 0.6 0.1 0.7 - 10
j  ぃ 0.4 10.5 - 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 11.4

bh m  —v  v 0.2 7.0 0.2 0.2 0.4 - 0.3 0.1 8.4
S ü  v  v  一 0.1 0.7 0.4 0.2 0.2 - 0.1 一 1.7

n  ^  s/ v - 0.7 - - - 0.1 - - 0 . 8

Init.res. 0.5 3 0.3 0.6 3.2 0.6 2.3 2.7 13.2
Total 3 68.7 3 4.1 8.8 1.9 7 3.1 99.6

付録  2 : T h e ra -th e rtg â th â : Anustubh lines = 2644.
2nd hf

lst hf \
l(cad)
v  — s/ isl

2(P)
v — — 2

3(1)
\y \ j  ^

4(11) 
— ^

5(III) 6(IV)
ーリ— ビ

7(V)
^  — V

8
— — レü Total

m ¥ ----- 0.3 18.2 0.9 0.5 0.9 0.1 0.5 0.1 「21.5
V ^ — V — 0.3 9.4 1.4 3.0 4.2 0.3 0.3 0.3 19.2

y  v — — 0.2 15.5 1.1 0.5 0.5 0.2 0.6 0.1 18.7
t ü---v 0.1 9.9 0.0 0.1 0.3 0.0 0.2 10.6
j ^ w — V 0.2 9.0 0.1 0.1 0.2 0.0 0.3 9.9

bh ü — ̂  v 0.1 5.3 - 0.1 0.5 0.1 0.1 0.0 6.2
S id ̂  v — 0.1 0.8 0.1 0.2 0.3 - 0.1 - 1.6

V V V V/ - 0.9 - 0.0 0.0 - - - 0.9
Init.res. 0 . 1 2.9 0.2 1.3 2.5 0.4 2.6 1.2 11.2

Total 1.4 71.9 3.8 5.8 9.4 1 . 1 4.7 1.7 99.8
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表 6 『スッタニパ一タJ 平行特節対応表（詩節全体が一致する詩節数)

( l)U rag a -v ag g a verses Nikty» Dh.Th N-P»li «含

1 . uraga 1-17 21

2. dhaniya 18-34 2 2

3. khagga 35- 75 2 3 5 2

4. kasibhrdvâja 76-82 7 7

5. cunda 83- 90 8
6. parâbhava 91-115 1 10

7. vasala l i e - 142 1 26
8. metta 143-152 1 1

9. hemavata 153-180 5 22

10. âlavaka 181-192 13 3 9
11 .vÿaya 193- 206 1

12. munisutta 207- 221 2

(2)C üla-vagga verses Nikly» Dh;Th N-Pali w含

13. ratana 222- 238
h .  amagandha 239- 252

15. hiri 253- 257 1 1 5
16. mabâmangala 258* 269
17. sficiloma 270* 272 4 3
16. dhmmacaHya 274- 283 3 3
19. brhmdhmm 284- 315 30
20. nâvâ 316- 323 3
2 1 .kiipsîla 324-330 1
22. uHhâna 331- 334 1 1 2 1
23. râhula 335- 342 1 3 6
24. vangîsa 343- 358 16 13
25. smmprbbajny 359- 375

26. dhammika 376- 404 2 3

(3)M ahâ-vagga verses Nikty% Dh;Th N.Pdi R含

27. pabbajjâ 405- 424 3
28. padhâna 425- 449 3 3
29. subhâsita 450- 454 5 4 5 5
30. sundrkbhrvj 455- 486 4 4
3 1 .mâgha 487- 509 8
32. sabhiya 510- 547 1 2 3
33. sel a 548- 573 26 24 11
34. salla 574- 593 1 4 1
35. vâsc^tha 594- 656 58 29 45 1
36. kokâliya 657- 678 9 2 13 13
37. nâlaka 679- 723( J
38. dvytânpssnâ 724- 765 15 2 3 13

(4 )A (thaka-vagga verses Niktya Dh;Th N.Pdi RJ含
39. kâma 76G- 771 1 1
40. guhatthaka 772- 779

4 1 .dut^ha^hak 780- 787
42. suddhaççhak 788- 795
43. p&ramatthak 796- 803
44. jarâ 804- 813

45. tissamettyy 814-823
46. pasüra 824- 835

47. mâgandiya 835- 847 2(1*) 1 2(1”
48. purâbheda 848- 861

49. kalahavivâd 862-877
50. cüjaviyüha 878- 894
5 1 .mahâviyüha 895- 914
52. tuvataka 915- 934
53. attadan^a 935- 954
54. s&riputta 955- 975 2

(5) P S râyana-vagga verses Nikty» Dh;Th N*P»li «含

55. vatthugâthâ 976-1031 ⑷

56. ajitainnvp 1032- 39 1*
57. tssmttymçvp 1040- 42 2*
58. pupnakamnvp 1043- 48 2* 2*
59. mefctagûmnvp 1049- 60
60. dhotakamnvp 1061-68
6 1 .upaslvamnvp 1069- 76
62. nandamnvp 1077- 83
63. hemakamnvp 1084* 87

64. todeyyainnvp 1088- 91
65. kappamnvp 1092-95
66. jatukannîmp 1096-100
67. bhdrâvudhmp 1101-04
68. udayamçvp 1105-11 4(2” 4(2*)
69. posâlamn'T) 1112-15

70. mogharâjamp 1116-19
7 1 .pmgiyamnvp 1120- 23

72. pratïka 1124-49

略号説明

Nikiya : SN, DN, MN, AN.
Dh;Th : Dhammapada, TKeratherr-gâthi.
N-Pali : Udinavjirga, Gïndhirl-dhp, Patna Dhammapada.
阿含：長阿含. 中阿含. 《阿含.增ー阿含
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第 3 5 回 ICANASバ ネ ル I"日本人の目を通して 

見た中国宗教J に参加して

森由利®;(早描田大）

ハンガリーの首都ブダペストの中心を流れるドナウ 

川束庠に逮つ、ブダペスト経済大学を中心会場に、第 

35回のICANAS (国8Sアジア.：lsアフリカ研究会》 ) が、 

1997年 7月7 日よ0 1 2 日に至る6 日間の日程で開催 

された。参加者名箱によると900人近い登録者があっ 

た。前々回•前回の大会に引き続き、やはり货 くべき 

は発表数の多さで、複数のシンポジウムに組み込まれ 

た発表をも合わせるとほぼ900本が予定されており、 

参加者全員が少なくとも一本の発表を担当している勘 

定になる。部会ffi成は2 0から成り、古代近東部会、 

ユダヤ• へブライ学部会、イスラム学部会、アラビア 

学部会、イラン学部会、オスマン• トルコ学部会、コ 

一カサス部会、チュルク学部会、モンゴル学部会、蒙 

古 . ツングース学部会、チベット学部会、サンスタリ 

ット部会、インド. ヒンズー学部会、タミル.ドラヴ 

ィダ学部会、仏教学部会、束南アジア学部会、日本学 

部会、中国学部会、韓国朝鮮学部会、近現代史学部会 

があった。また、部会外のシンポジウムとして登録さ 

れているのは、 f软 煙とトルフアンJ (7〜8 日）、ロシア 

の学者による『東洋諸学j (8日)、『柬洋図* 館学J (8 
日）、f2〇世紀終わりのオスマン. トルコ学j ©日）、「コ 

ンピューターと東洋学j (9 0 ) であるが、各部会内部 

においても実®はシムポジウムと変わらない企画がい 

くつかあつた。ここで紹介するパネル「日本人の目を 

通して見た中国宗教一日本人研究者の現状と動向一J
(Càww Rtijt/M tnnib Japaniu Ew: Tht cumul Tiatkwy Otubpmtnl oj 

ブ RwwreiMQjwKはその中のひとつである。

本パネルは福井文雅氏（早稲田大）を司会として、芦 

田孝昭<f日本人の中SK« 釈と汎神》J 早稲日大）•菊池章 

太 （丨中国仏» のt t S j 釐田短大）. デレアヌフロリン"近

世（宋〜洧朝》の中H仏» に!》するE本の研究j 問西E科大> • 

田中文雄（「0本人研究在の中国仏教谪 礼研究j 大正大〉•山 

田利明（「B本人研究者の中国道教研究』東洋大）•丸山宏（『日 

本における道教!»礼研究上の諸問題J 東北大）の諸氏および 

笨者を発表者とし、浅野春ニ（「九山氏への*Tfâj國伞 垸 

短大）• 土屋昌明a 日本の神a 家の道家.æ 教研究j 宵士フ 

エニックス短大）•馬倒昌也（『日本の中国宗教讦 究と《s教研 

究ご珥住大）•前田繁榭" 逆教研究の現状と問四』&學館ス） • 

三田fi■圭子び中s 文学と道教に間する日本の研究の問®点J 

桜美林大）の諸氏を対論者に迎えるという播成を採る》 

以下に本パネルの発表内容を簡略に紹介する。

福井氏は、その序言の中で、まず本パネルの主旨紹 

介をされ、つづいて自らの中国宗教研究の視点を明ら 

かにされた。仏教• 道教.谣 教三教の展開を軸とする 

中国の宗教史の流れが、1 5世紀を境としていかに大 

きく変化したかについて、三教それぞれについて指摘 

された。就中仏教の変質については、明代以降におい 

て中国仏教と日本仏教との間のズレが多方面で頭著と 

なってゆくさまを、論議や香贫 といった儀礼上の要素 

の変化や出現、観音信仰のような一見普逼的に見える 

信仰における差異、また近代に於ける権田笛斧の中国 

伝道の意味するもの等に具体的に触れながら論及され 

た。いわば日本仏教を銪 にしながら中国仏教の変通を 

確認するという、日本の研究者の視点を生かした方法 

猞 •視点の提示がなされたといえよう。

次に芦田氏は、記布されたレジュメを通じてr文気j 

という中国の文体論上の用誑と、「文脈j というむし 

ろ中国では稀とされる用語の性格上の差異に注目され 

た。前者が文章を作る経験に根ざした、文字の上に実 

体化され得ない感覚的な用法に依存し、批評用Î5とし 

ては不向きなのに対して、後者は文宇の上に顕在化し 

た単位に基づくもので批評用語としての利便性を擭得 

している。この1 いは和歌と詞の句法上の差異にもあ 

らわれており、和®における余韻（欠如の« 党）が連用
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形終止法や助詞によって明示的に示されるのに対し、 

涣 文の飼では上• 下片の矛®は詨 後に得られる総合的 

な統一感党によって結果的に補完されるという。ここ 

に、氏の分析は単に文体上の問題のみならず、それが 

表現する世界政の問！®へと発展する契機を孕むことに 

なるのである。

菊池氏は、H本と欧米の過去の疑経研究史を対照さ 

れ、日本;こおいては、教義研究をffi視する傾向から、 

中国擴述経典研究がややもすれば周辺的•補助的研究 

として位陞づけがちであることに批判的に言及された。 

他方欧米の研究では、道教経典の研究成果を横極的に 

踏まえつつ、その経肫を生み出した時代性に若目する 

傾向があり、むしろこの方法の延長上で解決されるべ 

き課題が豊S であろうと問題を提起された。更に、欧 

米とB本では、採り上げる中国撰述経典の偏りに速い 

があり、そこにはやはり両者の仏教姐•宗教学的手法 

の差異が反映されていると指摘された。

デレアヌ氏は、侦 後の近世（宋〜情）仏教研究が、戦 

前の研究に比してともすれば低調な印象を人に与えが 

ちであることの理由を述べて擁護し、この分野の主た 

る研究成果を文献学的•社会経済史的•教学的の三つ 

の方法論上の領域に区分して紹介された。そのうえで、 

氏は現在の日本の近世仏教研究に関して留意されるべ 

き特氓を三点抽出した。第一に、しばしば誤解される 

ように、B本の仏教研究すべてが必ずしも厳格な実証 

主義をのみ旨としているわけではないこと、第二に日 

本の研究の多くに宗門•より広くは仏敎者としての立 

坂が反映される傾向がある（それを氏t t決して否定的に捉 

ぇてはいない）が、日本仏教との直接的関係が嵇溥な近 

世仏教研究においては仏教者的な立圾は反映されにく 

い点を指摘された。t 後に、同時代の宗派相互の関係 

に注目する観点がより多くの研究者;こよって共有され 

つつあることを述べられた。

田中氏は、日本における中国仏教依礼研究が、主と

して経典研究の問妞 意诹 の枠内で成立してきたもので 

あり、その利点は充分ÎSめねばならないとしつつも、 

総合的な依礼研究、また現地調在を踏まえた依礼英践 

研究へとは結実し難い审 惜を明らかにされた，特に欧 

米の研究と比較した場合、B本の研究は仏教的耍索と 

その他の耍粜 との弁別を$ 祝する。このようなE!本的 

閲心は、依礼稱造を（自己が租》する文化の外Sîにあるもの 

として）総合的に把握す6 欧米流の関心とは別の、仏 

教文化を自国の文化匪素としてとりわけ茧 視しようと 

するものであることを指摘された。

山田氏は、西欧の道教研究の特徴として、道家（老. 

荘•玄约 思想と道教を一体と見ること、および民問信 

仰と道教を明確に区別することのニ点を挙げ、これら 

の観点が含む問題に言及されたc 第一の観点について 

は、道家と道教という用語上の区別が時として困難を 

伴うものであることを認めた上で、それでもなお両者 

を弁別する視点が必要とされること、また現に欧米の 

研究の中でも（持に玄学研究においては）実贸 的には両者 

を分けている場合のあることを指摘された。ただし、 

両者は道家の哲学的側而と実践的側面として区別され 

るべきであることを同時に補足された:》第二の観点に 

ついては、道珐 中に見られる教を道教とすることの曖 

味さを指摘された。また、かつての中国社会において 

は正統と異端の弁別の枠組が皇帝•官僚を中核とする 

世俗的な配i tに基づくことに言及し、中国宗教研究者 

がこれをキリスト教的な正統•異端の枠組みと混同し 

て瑤論することの危険を強調された：最後に、道教を 

めぐる、信仰の実体から遊離した恣意的な区分法の無 

効性に言及された。

森 （S者）は、1940年代から7 0年代に至5 日本の 

近世道教研究が、淨明•全真•太一•其大道諸教を「新 

道教J という名称のもとに包括し、この名辞に道教の 

改革や大衆化という道教史観を反映させてきた点に注 

目した。このような道教史観においては、逛書作成ま
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でもが道教の延長にあると見なされ、道教の概念は広 

菝に定められる傾向にある。西欧の代表的研究では、 

道教と民問®仰とを®則上岐別し、道教の秘儀的側面 

の不変を強調し、また道敎は大衆化されないという諶 

論が谢 轻 だが、上述の视 点はこれとは好対照をなす。 

最後に、8〇年代以降の研究が、r新道教j という枠組 

みよりも俩 々の事象の検討を優先させている诳 情に触 

れた。

丸山氏は、日欧の研究傾向を、大淵忍铒 とK M. 

Schipperの研究を比較することで対照的に描き出さ 

れた：その中で氏は、両者を支えた（経歴や現地îï査時 

の使用-S S をも包活する）客観的諸条件を対比し、また両 

者に於ける道教儀礼の本質の把握の仕方の違いを検討 

し、その結果抽出された諸々の差異を、概ね次の点へ 

と15數させた。すなわち、大淵が道教の諸要素を社会 

的な大衆速動に包括させる史学者的観点に立ち、道教 

链 礼独自の要素や成仙など、いわば道士としてのエリ 

■-ト的な資格に閲わるホ項を（1 礼に関しては）ほとん 

ど問題としない。これに対し、自らが道士でもある 

Schipperは、道教内部の視点に立ち、儀礼を実践す 

る道士の資格や身体、#体の内的過程等を道教の中心 

に据え、一般大衆と共有し得ない部分を本祝するので 

ある。なお、結論部で、氏は 9 0年代以降の日本の道 

教および道敎偁礼研究の動向に言及された。

次に、五名の対綸者の見解を簡略に記す。まず、前 

田氏は、日本の伝統的、かつなかば信仰に支配された 

注跃 的研究旗度《それは大陸から受容した仏教や儒教の典《 

解釈には必須の姿势 であったはずであ6>が、道教研究にも 

反映してはいまいかとの指摘をされた£ また馬淵氏は、 

漶教の宗教性（捃教《I礼）にMする研究は社会史方而か 

ら最近盛んに行われるようになったとはいえ、それが 

従来蓄積された儒教思想研究の成果とかみ合い、仏 

教 • 道教•民問信仰の儀扎研究と歩調を合するまでに 

は至っておらず、S 要な課題となっていることを指摘

された。土屋氏は、江戸時代の0 学の伝統において、 

国学者が优 教を批判するための# 効な思想表現として、 

老荘思想を利用してきた点に言及する。その際に氏は、 

进 家の自然の思想が「道家j f道教j という用語では 

なく、〖玄J 宇により代表されてきたことに触れられ 

たc 三田村氏は、日本の道教研究の成果が文学研究を 

はじめとするB本の他の中国研究に充分反映していな 

い状況を指摘されたc その原因の一つとして、日本の 

研究者が道教経典の翻訳にあまり携わってこなかった 

ことを挙げられた。浅野氏^:、劉枝拭の例（劉は、道教 

«6礼を台湾および軍人の民俗に®元可徒なものと考える）を举  

げて丸山氏の観点を補足された。（以上、《告対象として 

首及された学者の®称は省略J
以上が本パネルのおおよその発表内容であるs 総体 

的な印象としては、[日本の研究. • 「海外の研究J と 

いう区分は歴史的条件に規定されて成立している面が 

強く、世界レベルでの交流が日常化すれば互いに容易 

に影数し合って、やがて明確な線引きが難しくなるで 

あろうという感覚を得た。しかし、現地調査の条件の 

整備など、制度に関わる問題は垠なる情報交換レベル 

では如何ともし難く、願わくは丨日本の研究J や ！'日 

本の研究者の意識j が負の要因によって個性化されな 

いことである。なお、会場では福井• 山田• 田中•菊 

池三氏共編による最近10年間の日本における仏教• 

道教研究の目録を配布した。他のパネルが、往々にし 

てレジュメを欠いたり、大幅な予定変更や発表者の欠 

席のため混乱していたのに比して、本パネルが整然と 

進行したのは、総合司会の福井先生のご尽力はもとよ 

り、準備企画段階で田中先生•山田先生が中心になり 

並々ならぬ周到なご準備を進めて来られたからであつ 

たと確信している。
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1997—  1 9 9 8 コレージュ • ド • フ ラ ン ス 開 講 講 座 （東洋学関係 )

Langues et Religions mdo-Iraniennes

JeanKellens "De la naissance des montagnes à la un du temps : le Yast 19M, les vendredis, a 
9h30, Lieu des Cours. (Ouverture le 10 octobre.)

Séminaire : ^Lecture du Yast 19M, les vendredis, à l l h ,  Lieu des Séminaires, (Ouverture le 10 
octobre.)

.パ . づ卜 : : : • ： • ■ . . . .  . . . .  .

Histoire du Monde Indien

Gérard Fussman HKaniska et la chronologie de l’Inde ancienne”， les jeudis, à 18h, Lieu des 
Cours, (Ouverture le 2 octobre.)

séminaire ; nExplication de documents relatifs au sujet du cours n,le s  vendredis, à 15h, Lieu des 
Séminaires • (Ouverture le 3 octobre.)

Histoire de la Chine Moderne

Pierre-Etieme Will (Le cours n ’aura pas lieu).

Histoire Économique et Monétaire de TOrient Hellénistique

Georges Le Rider "Après Alexandre : un essai d'économie contrôlée dans l’Égypte des Lagjdes '  
les mercredis, à 17h> Lieu des Cours. (Ouverture le 7 janvier.)

Séminaire : "En relation avec le sujet du cours M,le s  mercredis, à I8h . IJeu des Séminaires. 
(Ouverture le 7 janvier.)

Histoire et Civilisation du Monde Byzantin
‘ i . . . . . ；； * * - * .

Gilbert Dagrort
1er Séminaire : Travaux en vue d'une édition commentée du "Livre des Cérémonies''.
2e Séminaire : UHippodrome de Constantinople, histoire sociale (suite)
Les deux séminaires auront lieu les jeudis, à l l h ,  Lieu des Sém inaires. (Ouverture le 4 

décembre.)
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1997- 1 9 9 8 フランス国立高等研究院開講講座（東洋学関係 )

BOUDDHISME D'ASIE DU SUD-EST
Directeur d'études : M. François BIZOT

Theravada :

• 1 . L'origine des communautés bouddhiques du Nord de la péninsule indochinoisc.
參 2. Les rites obligatoires de la vie ordinaire : description et symbolisme, les jeudis de 18 h. à 20 h.

RELIGIONS DE L ASIE SEPTENTRIONALE

Directeur d'études : Mme Roberte HÂMAYON

• 1 . Contacts entre chamanismes et religions universalistes, à partir d'exemples du christianisme 
orthodoxe et du bouddhisme lamaïque en Sibérie (suite), les jeudis de 10 h. à 12 h.

•  2. Initiation aux chamanismes sibériens (1er semestre) et Travaux dirigés sur les thèmes du 
séminaire (2è semestre), les jeudis de 9 il.a  10 h.

RELIGIONS TIBÉTAINES

Directeur d'études : Mme Anne-Marie BLONDEAU

• 1 . Choisir sa réincarnation : lignées de réincarnation (yang srid) et transfert de conscience ('pho 
bap).

•  2. Etudes bon po : rituels et doctrines, les jeudis de 11 h. à 13 h.

Cf. aussi infra : conférences d'introduction, les jeudis de 10 h. à 11 h.

Chargé de conférences : M. Stéphane ARGUILLÈRE 

Introduction à la lecture des textes philosophiques en langue tibétaine :
le traité De la distinction des vues (ITa-ba'i shan 'byed) de Go-rams-pa bsod nams seng ge (1429-1490) 
(1er semestre)
le commentaire de 'Ju Mipham (1846-1912) au Dhamiadhannatavibhaga (2è semestre) 
les mercredis de 17 h. à 19 h. tous les quinze jours.

Directeur d'études invité : M. Franc-Karl ERHARD
Les sujets, jours et heures seront précisés ulteneureraent.

RELIGIONS DE LA CHINE

Directeur d'études : M. Kristofer SCHÏPPER

• 1 . Les temples de Pékin à travers leur epigraphie.
•  2. Le Zhengyi lawen, canon de l'église du Maître céleste, les samedis de 10 h. à 12 h.
•  3. Travaux du programme de recherche «Pékin Ville Sainte», les samedis de 12 h. à 13 h.

Chargé de conférences : M. Franciscus VERELLEN 
Recherches sur l'histoire du taoïsme, les jours et heures seront précisés ulteneurement.

SYSTÈMES DE CROYANCE ET DE PENSÉE DU MONDE SINISÉ
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Directeur dfétudes:M. Marc KALINOWSKI
Devins et philosophes à la fin des Royaumes combattants et au début des Han. Lecture contextualisée du 
Grand commentaire (Xici) du Livre des mutations, les vendredis de 14 h. à 16 h.

Directeur d'études invités : M. Wenkuan DENG 
Les sujets, jours et heures seront précisés ultérieurement.

RELIGIONS ET TRADITIONS POPULAIRES DU JAPON
Directeur d'études : M. Hartmut O. ROTERMUND

• 1 . Uimage des Occidentaux dans le Japon du XlXè siècle (Religion et politique à l'ère Meiji III), 
les vendredis de 16 h. à 17 h. 30.

•  2. Recherches sur l'histoire de la prédication, les vendredis de 17 h. 30 à 18 h. 30.
•  3. Travaux pratiques : lecture de textes sur manuscrit, les vendredis de 18 h. 30 à 19 h. 30.

Chargé de conférences : M. Jean-Pierre BERTHON

La religion dans le Japon d'aujourd'hui : diversité des formes et des pratiques, les jours et heures seront 
précises ultérieurement.

Directeur d^tudes invité : M. Ari VAN DER KOOJI 
Les sujets, jours et heures seront précisés ultérieurement.

Directeur d'études invité : M. Herbert E. PLUTSCHO W 
Les sujets, jours et heures seront précisés ultérieurement.

Directeur d'études invité : M. Kaoru USHIROSHÔJI 
Les sujets, jours et heures seront précisés ultérieurement.

BOUDDHISME JAPONAIS

Directeur d'études : M. Jean-Noël ROBERT

Le Commentaire du Traité du Lotus d'Enchin (connaissance du chinois classique ou du sino-japonais 
indispensable), les mercredis de 18 h. à 20 h.

Cf. aussi infra : Conférences d'introduction, les mardis de 18 h. à 20 h.

RELIGIONS DE L INDE

Directeur d'études : M. Charles MALAMOUD

• 1 . Étymologie et religion d'après les textes de l'Inde védique et brahmanique, les mardis de 14 h. à 
16 h.

•  2. Lecture du Satapatha-Brahmana, les mercredis de 10 h. à 12 h. (au C.E.I.A.S., 54 Bd Raspail, 
75006 Paris).

Chargée de conférences : Mme Lyne BANSAT-BOUDON

Le rite, le théâtre et l'ordre du monde : lectures du Natyasastra, les 2è et 4è mercredis de chaque mois de 14 
h. à 16h.

Directeur d'études : Mme Marie-Louise REINIGHE

• 1 . Les relations du religieux et du politique et leurs évolutions dans le monde indien : problèmes 
anthropologiques et perspective omparative (suite), les jeudis de 16 h. à 18 h.

•  2. Ethnologie et sociologie de Thindouisme, jour et horaire à fixer.
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Directeur d'études invité : M. Stanley TAMBIAH 
Les sujets, jours et heures seront précisés ultérieurement.

RELIGIONS DE L INDE : VÉDISME ET HINDOUISME CLASSIQUE

Directeur d'études : N N

RELIGION DE L ÉGYPTE ANCIENNE
Directeur d'études : Mme Christiane ZIVIE-COCHE

• 1 . La penscc cosmogonique : notions conceptuelles et récits mythologiques (suite).
•  2. Lectures ptolémaïques : autobiographie de particuliers d'après des statues de l'époque 

ptolémaïque, les mercredis d e l2 h .à l4 h .

La 3è heure se fera sous forme de séminaires dont les horaires seront précisés ultérieurement.

Directeur d'études invité : M. Alexandro ROCCATI 
Les sujets, jours et heures seront précisés ultérieurement.

RELIGIONS DE L ’IRAN ANCIEN

Directeur détudes:M . Philippe GIGNOUX

• 1 . Analyse d'ouvrages récents sur le zoroastrisme.
•  2. Explication du Dâdestân î Mênôg î xrad (fin), les mardis de 9 h. à 12 h.

Charge de conférences : M. Frantz GRENET

•  î .  Etude de documents d'archives sogdicns : les Anciennes Lettres (début IVè siècle de notre ère).
•  2. Documents sur le zocoastrisme est-iranien : textes， documents archéologiques, documents 

iconographiques, les jeudis de 15 h. à 17 h.

RELIGIONS DU PROCHE ORIENT SÉMITIQUE ANCIEN

Directeur d'études : Mme Hedwige ROUILLARD-BONRAISIN

• 1 . Annales, histoire et historiographie (suite).
•  2. Etude du livre de Daniel (suite), les mardis de 13 h. à 15 h.

Directeur d'études invités : M. Karel Van den TOORN
Les sujets, jours et heures seront précisés ultérieurement.

THÉOLOGIE MUSULMANE

Directeur d'etudes :M . Daniel GIMARET 
Lecture de textes, les mercredis de 9 h. à 10 h.

HISTOIRE DES PHILOSOPHIES EN ISLAM

Directeur dfétudes : M. Pierre LORY

Le rêve œmme voie de connaissance dans la pensée musulmane médiévale, les mercredis de 9 h. 30 à 11 
h. 30 [les cours ont lieu 12 place du Panthéon, deuxième étage, dans la Salle du Droit musulman].
Cf. aussi infra : Conférences d'introduction, les mercredis de 11 h. 30 à 12 h. 30.
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Chargé de conférences :M. Abdellah BOUNFOUR

L'cxégcsc coranique : penser la genèse (suite), les mardis de 17 h. à 18 h. [les cours ont lieu 12 place du 
Panthéon, deuxième étage, dans la Salle du Droit musulman].

Directeur d'études invité : M. Jean MICHOT

Aspects de la philosophie d'Ibn Sînâ (Avicenne), les mardis 3,10,17 février et 17 mars de 9 h. 30 à 11 h. 
30 .[les cours ont lieu 12 place du Panthéon, deuxième étage, dans la Salle du Droit musulman].

ANTHROPOLOGIE RELIGIEUSE DU MONDE MUSULMAN

Maître de conférences : Mme Denise AIGLE

• 1 . Les saints hommes du Fars médiéval: itinéraires personnels et place dans la société, les 1er, 2è 
et 3è Lundis de 13 h. à 15 h.

•  2. Le miracle en islam (lecture commentée de traites hagiologiques), les 4è lundis de 13 h. à 15 h.

Cf. aussi infra : Conférences d'introduction, les jeudis de 13 h. à 14 h.

Chargé de conférences : M. Mohamad LACHHAB 

ARCHÉOLOGIE RELIGIEUSE DU MONDE BYZANTIN 

Directcurd^études : M. Claude LEPAGE

• 1 . Méthodologie à la recherche de récriture scientifique, les samedis de 9 h. à 10 h.
•  2. Couleur et art byzantin : état de la question et perspectives offertes par les nouvelles 

technologies informatiques (suite), les samedis de 10 h. à 11 h.
•  3. Ait et iconographie des anciens manuscrits éthiopiens illustrés (du Xlè (?) au XVè siecle) : 

questions sans réponse, les samedis de 11 h. à 12 h. (trois samedis seront consacrés à des stages 
d'infonnatique appliquée aux études byzantines et iconographiques).

Cf. aussi infra : Conférences dfintroduction, cours: INFORMATIQUE APPLIQUÉE AUX SCIENCES 
RELIGIEUSES.

Chargée de conférences : Mme Nicole THIERRY

Du paganisme au christianisme dans la régiond e Gôrem (Cappadoce). Géographie historique des sites, les 
2è samedis, de 9 h. 30 à 12 h.

Directeur d'études invite : M. Athanasios SEMOGLOU 
Les sujets, jours et heures seront précisés ultérieurement.

CHRISTIANISME BYZANTIN
Directeur d'études :M. Bernard FLUSIN

• 1 . Croix et reliques à Constantinople au Xèmc siède (suite).
•  2. Questions d'hagiographie palestinienne (suite), les vendredis de 16 h. à 18 h.

Chargée de conférences : Mme Marie-Hélène CONGOURDEAU 
Questions d'anthropologie aux Vlè et Vüè siècles: l'homme, son âme et son corps), les vendredis de 18 h.

à 19 h. 30 tous les quinze jours.
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新 干 IJ紹 介

ポール . ペリオ著、アントニノ.フォルテ 

校訂 • 補 遗 「西安府の景教碑文研究」

Paul PELLIOT, L'inscription nestorimne de Si-ngan- 
jou, Eaited with suppléments bv Antonmo 
FORTE, Scuola di Studi sull’Asia Orientale, 
Kvôto/ Collège de France, Institut des Hautes 
Études Chinoises, Paris (Éditions De Boccard), 
1996, xxi-540p., IX pl.

中国におけるキリスト教布敎の最も早い足 

跡のひとつである唐の建中二年（7 8 1 )の 「大 

秦景教流行中国碑」に関しては、ヨーロッパ 

において彪大な研究の蓄稍がある。今世紀を 

代表する東洋学者の一人ポール•ペリオもま 

た、この問題に取り組み、他の多くの主題と 

同様に、未完の手稿を残して世を去った。ぺ 

リオは生前ある事情から、その注記のごく一 

部を公表したことがあり（“Unephrase obscure 
de l'inscnption de ii-ngan-fou", Coung pao, 
XXVHI,1931,pp.369-378)、碑文の翻訳のみは、 

1984年にジャン.ドヴィリエ神父の校訂で刊 

行された （Œuvres posthumes de Paul Pel丨iot, 
Jean DAUVELLIER éd., Recherches sur les chrétiens 
d'Asie Centrale et d'Extrême-Orient, t l l / l ,  "La stèle 

de Si-ngan-fou", Édiüons de la Fondation Singer- 
Polignac, Paris 1984, pp.43-49)〇 しかし、これ 

は今回明らかにされたとおり、かなり訂正を 

要する箇所が少なくなかった。この1984年の 

出版においては、ペリオ自身の文章はわずか 

に数ページのみで、景教碑文の紹介はペリオ 

の遗 稿をもとにドヴィリエ神父がまとめたも 

のである。それを序論としたうえで遺稿全体 

の出版も企てられたというが、ついに果たさ 

れなかった。ペリオの没後半世紀を経てよう 

やくそれが実現されたのである。

今回校訂出版された景教碑文に関するペリ

才の遗 稿（MuséeGuiniet，丨ns. P e llio t2 1 0 )は、 

その内容において二つに分けられ、明末にお 

ける碑文の再発見とその後の歴史についての 

考証、ならびに碑文の翻訳と注釈からなる。 

碑文の翻訳は1914年に企てられ、その注釈は 

1920年までに完成した。さらに歴史に関する 

記述は、それに続いて執筆されたという。こ 

れだけで本# の3 0 0ページを超える分贵 であ 

るが、しかしそれとても景教碑文に関する大 

部な研究計画の一部でしかなかった（その計 

画のあらましは、フォルテ氏によって推定さ 

れ、後述のように、そのいくつかは本喾 の補 

遗 においてフォルテ氏自身によって考究され 

た)。以上の景教研究は、中央アジア以東にお 

けるキリスト教史の解明という、さらに遠大 

な計画へと発展する予定であったという（そ 

の中には既に完成された部分もある。 Œuvres 
posthumes de Paul Pelliot, Jean DAU\TLLIER éd., 
Recherches sur les chrétiens d'Asie Centrale et 
d'Extrême-Orient, t . I , 1 . "En maree de Jean du 
Plan Carpin", 2. "Guillaume de Rubrouck", 3. 
“Màr Ya(h)bhallàhâ, Rabban $àumâ et les princes 
Ôngüt chrétiens", Imprimerie Nationale, Paris 
1973, iv-307p.)〇 
本書はペリオによる景教碑文の研究ならび 

にフォルテ氏による補遺から構成される。ぺ 

リオの研究は、上述のとおり二部に分かれ、 

第一部「景教碑文序説」では、碑文の発見か 

ら始まり、その後の沿革が詳細に論じられる。 

そこでは、碑拓ゃ写真複製あるいは諸国語へ 

の翻訳などにより碑文がどのように紹介され 

たかが丹念にたどられ、さらに真偽論争をも 

含めた研究史が概観される。続く第二部「翻 

訳と注解」では、西安碑林における現状の記 

述から始まって、漢文ならびにシリア語銘文 

の翻訳とその注釈が綿密に展開されるc さら 

にペリオの手稿における撊 外の書き込みも翻 

刻され、手稿そのものについての従来の校訂
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との異同が示される。

本併の後半には、フォルテ氏による四煸 の 

論文が掲戦され、ペリオの研究を補完してい 

る。そこでは、碑文中の貞覜十二年（638) 
贵 教認可の詔についての唐会要本との齟齬と 

その復原、「大秦国大徳阿羅本」なる人物の実 

名と出自に関するペリオ説への疑莪、さらに 

長安の崇福寺における仏教僧と贵 教徒との交 

渉などが明らかにされ、最後に碑文の翻刻が 

なされる。以下に本# の目次を示す。

Foreward/ avant-propos; Avertissement，p.viト XXI. 
L^nscnption nestorienne de ^î-ngan-fou (Paul 

PELLIOT), pp.1-324. 
avertissement (Antonmo 1*0RTE), p.2. 
Préliminaires (Paul PELLIOT), pp.3-166. 

ch.I, La découverte de la stèle, pp.5-S7. 
ch.II, Histoire de la stèle après le découverte, 

estampages, répliques, etc., pp.59-94. 
ch.IH, Les traductions, pp.95-146. 
appendice, Les débats sur Pauthenticité. 

Traduction du texte chinois de la stèle et 
commentaire (Paul PELLIOT), pp. 167-309. 
description de la stèle, pp.169-170. 
table sjoioptique, p.171. 
traduction, pp. 173-180. 
commentaire, pp.181-309. 

notes en marge (Antonino FORTE), pp.311-324. 
notes éditoriales, pp.325-346.

Suppléments (Antonino FORTE), pp.347-495. 
The Edict of 638 allowing the Diffusion of 

Christianity in China, pp.349-373.
On the So-called Abraham from Persia. A Case 

ofMistakcn Identity, pp.375-428.
Àppendix A, On the Original Name of Aluohan. 
Appendix B, Mainland Chinai Recent Interest 

in the Axis of tlie Sky.

The Chongfa-si in Chang'an. ANeglectedBud- 
dhistMonasteryand Nestorianisin, pp.429-472.

Appendix, Fhe Chongfu Monastery in Chan^an.
Foundation and Name Changes.

A Literaty Model for Adam. The Dhüta Monas- 
tery Inscription, pp.473-S87.

Additional Remarks, pp.489-49S.
The Chinese Inscriptions on the Stele of 781, 

pp.497.503
Index of Proper i\ames and Tides, pp.505-539. 
List of Illustrations, p.540.

校訂者のフォルテ氏はヨーロッパを代表す 

る中国仏教史学者の一人として知られ、現在 

は京都のイタリア文化会館の館長を勤めてお 

られる。著書には、敦煌写本『大雲経疏』の 

分析をもとに武周革命の全貌の解明に寄与し 

ナこ笔:箸 Political Propacanda and Ideology in China 
at the Lna oj the àeventh Century (Istituto Uni- 

versitario Orientale, Napoli 1976)、則天武后に 

よる洛陽の天堂建設をめぐる政治史•宗教史• 
科学史的背景を縦横に論じたM w pw g伽ゴ 
dhist Utopias in the History oftbe Astrono?)iical Clock 
(Isütuto Italiano per il Medio ed Estremo Oriente, 
Româ/ École Française d^xtreme-Onent, Pans 
1988)、後漢の時代に中国に至り多くの訳経を 

残した安世高とその子孫の活動を明らかにし 

た The Hostage An Shigao and his Offspring: An 
Iranian Faviüy in China (Scuola di Studi sulFAsia 
Orientale, Ky6to 1995)などがある。近年は牧 

田諦亮氏を中心とする七寺の古逸経典の調査 

に参加され、落合俊典氏との共編で、その成 

果の一部をいち早く英文の書物として出版さ 

れ、敦煌写本の発見にも匹敵するその重要性 

を世界の仏教学界に報告された （ OCHIÀI 
Toshinori, Antonino FORTE et al., The Manur 
smpts oj Nanatm-de7'ay Scuola di Mudi sul^Asia 
Orientale, Kyôto 1991)。中国仏教史以外にも 

韓国仏教やマニ教、景教に関する研究も多く 

発表されている。
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ミシュル•ストリクマン「真言と高官一中 

国密教研究論纸 」

Michel STRICKMANN, Mantras et viandarins: Le 
bouddbime tantrique en Chine, Paris (Éditions 
Gallimard)1996, S57p, XXXI pl.

1994年に物故された中国宗教史学者ミシエ 

ル • ストリクマンは、映画の『いちご白普i 

に出てきそうな風貌の持ち主であったという。 

1942年に合衆国に生まれ、1962年から1972 
年までライデンおよびバリ大学に学び、上清 

派道教の研究で学位を得られた（Le Moi'w« ゴf 
Mao chan: chronique d'une révélation, Mémoires de 
l'Institut des Hautes études Chinoises, XVII, 
P a r i s 1981)。その後、1977年の暮れまで京都 

に滞在され、1978年にはカリフォルニア大学 

バークレー校に迎えられた。1983年以降はぺ 

ルリンの高等学術研究院ゃバリ大学高等研究 

院に在籍され、ボルドー大学の中国学講座の 

教授となって間もなく他界された。

中国密教に関連する諸問題を論じた本普の 

構想は、京都留学時代に溯り、比叙山におい 

て天台宗の法会に参じ、インド仏教が中国を 

経て変容しつつも、生きた形で日本に伝承さ 

れているという認識を得たことに始まるとい 

う。その際に、多くの文献資料と写真資料を 

も入手され、ノ ■'•一 クレーに移ってからその研 

究を継続された。たとえば「神呪と終末論」 

と題された本書の第一章は、五世紀に中国で 

犏 铄 された丨灌頂経j を対象としており、そ 

の最初の原稿は、京都滞在中にまとめられ、 

— 部分は既に英語の論文として刊行されてい 

る （ “The Conwr如•〇« 沉的 ： A Buddhist Book 

of Spells", Robert BUSWELL Jr. ed., Chinese 
Buddbist Aùocrypha, University of Hawaii Press, 
Honolulu 1990, pp.75-118)。実に20年以上の 

年月をかけて追及されたテーマであった。

な ぜ 〖灌頂経j が研究対象として選ばれた

のか。ストリクマンは、これが中国撰述の疑 

経であること（彼は疑経を中国宗教史の中で 

最高度に1 要な資料であり、仏教研究全般に 

おいてもとりわけ考察に値するものであるこ 

とを力説する)、同時代の道教文献とも密接な 

類似を示していること、また、この経典を始 

めとする陀羅尼経典が、僧侶のみならず俗人 

にも受容され、かつ流通し得たものであるこ 

とに重要性を認める。にもかかわらず、従来 

の仏教研究の中ではほとんど考察の対象とさ 

れなかったこと（およびそういった研究の在 

り方）を批判している。このような観点から 

本書においては、密教における観音や歓喜天 

の信仰、密教と道教の習合、真言と手印、灌 

頂や護麽、水陸会などの儀礼の問題が論じら 

れる。題名にあるm an d arin sの語は、中国の 

离級官吏を意味し、ここから派生して北京官 

話をも指して言うが、ストリクマンによれば、 

本来は真言（mantras) を使いこなす官僚の謂 

であるという。目次は以下のとおりである。 

Prétace, pp.9-16; Introduction, pp.17-58.

I， “Incantations et eschatologie”，pp.59-126.
II， “Sous le charme de Kouan-yin”，pp.127-163. 
m ，“L’icône animée”，pp.165-211.

IV， “Exorcisme et spectacle”，pp.213-241.
V，“L’amour chez les éléphants”, pp.243-290.
\ 7I, "Les rêves et la divination", pp.291-336.
VII, "Le culte tantrique du feu", pp.3 37-368.
VIII, KLes banquets des esprits", pp.369-411. 
notes, pp.413-491； bibliographie, pp.493-517; 
index, pp.ü 19-554.

ストリクマンの遗 著となった本書は昨年の 

10月に出版され、たちまちにヨ 一ロツバの東 

洋学者や仏教研究者の間で評判になった。早 

くはPaul HARRISON[氏による紹介がなされて 

お り (Internattonal institute for Asi/m Studics 
Leiden 1997,Xü, p.35)、やがて多く 

の書評が内外の学術雑誌をにぎわすであろう。
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[雑誌目次]

Joumal asiatique, t.CCLXXXIV, no.l, 1996. 
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フランソワ• ジュリアン著r無味礼讚j 

興膳宏•小関武史訳 

François Jullien *EL0GE DE LA FADEUR*

著者のジュリアン氏は、1951年生まれの哲学者。 

現在、フランスで最も活躍する哲学者の一人と言わ 

れ、パリ第七大学の教授でもある。 もともとはギリ 

シャ哲学を修め、アリストテレス哲学を専門とする 

が、現在は、中国の哲学.美学をも兼ねる。

本t は、 「無味」Fadeurの哲学的考察というと 

かなり堅苦しくなるが、実際は平坦淡泊な無味が、 

いかなる味、すなわちいかなる事態にも順応してい 

く利点を、中国の社会や芸術の中にとらえようとす 

るエッセーである。つまり、ここでいう無味とはた 

んに食味だけをさすのではなく、中庸•中和という 

— 見目立つことのない性格が、最上の価値（徳）を 

持つというのである。外面的には棰めて平凡な形の 

中に、 じつは最も充実した価値が存在する。われわ 

れは、無味といえばすぐに、虚無•無為という道家 

のffi値観に結び付けがちだが、 ここでいう無味はそ 

うした従来の思想とは、全く異なる知恵を与えるの 

である。つまり、儒家や道家の思想以外に、社会や 

文化の基盤となった基本的な価値観、そ れ が 「無味」 

なのである。

著者は、このことを中国の絵画や社会を例に挙げ 

論じていくが、しかし中国人自身は、かれらがこう 

したffi値観に支配されていたとは気付いていない。 

従って、 「無味学派」なる派系も存在しない。 それ 

なのに、この価値観は滔々として中国文化の底流に 

流れている0

充実した訳注が、知的探求をさらに支えてくれる。 

美味探求の書では味わえない極上のフランス風中華 

料理。平凡社。

(山田利明）

マルセル• グラネ r中国古代の舞踏と伝説j 

明 神 洋 訳  

ïarcel Granet "Danses et légendes de la 

Chine ancienne'

いまではグラネ(1884-1940)が1919年に出版した 

r中国古代の祭礼と歌謡J " Fêtes et chansons 

anciennes de la Chine •を知らぬ東洋学者はいな 

い。1938年に内田智雄氏によって邦訳されて以来、 

r詩経J 研究の基本的文献として広く愛読されてい 

る。1919年といえば第一次大戦後の処理のためのヴ 

エルサイュ会議の年であり、 この書が大戦の混乱を 

間にして書かれたことが知られるのである。訳者の 

「あとがきJ によれば、グラネは15〜18年にかけて 

出征し負傷している。強靭な意志の力と言わねばな 

らない。

本書は前書の姉妹編として1926年に公刊されてい 

る。 しかし、邦訳されなかったためか、本邦ではほ 

とんど知られず、知る人ぞ知る幻の名著とされてい 

た。前 著 が 『詩経J を主題にして、特にその「頌」

の性格や歌謡性を論じたのに対して、本書は、伝説 

に記された儀礼と演刺•舞踏の性格を明らかにする。 

いずれも社会学的観点から中国古代の社会を活写し 

て余りある。本書の邦訳によって、グラネの古代社 

会研究の主要部が紹介されたことになる。

訳者の明神氏は少壮の中国学者である。 この大著 

の完訳を祝うと共に、難解なフランス語を明快な日 

本語に訳出された努力に敬意を表したい。

せりか書房 （山田利明）
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m m ドニ•ロンバール教授

日仏閲迎学会連絡協袭 会

昨年12月9 日年末恒例の日仏会館傘下の関迚学 

会連絡協議会が、恵比寿の日仏会館で開催された。 

初めに傘下の25学会の活動報告があり、主には各 

学会の現状と昨年の催事•活動の状況が報告され 

た。続いて会館委員から、会館の文化活動などに 

ついての説明があり、学会からの要望や計画が聴 

取された。特に、今年は日仏コロックの年に当た 

ること、4 月から「日本におけるフランス年」が 

始まることなどから、諸行事への活発な参加が望 

まれる旨の要請があった。また、今回の日仏コロ 

ックはフランスを会場とするものの、開催地は限 

定せず、日本• フランスどちらでもよい、という 

状況にある。

以下は会館からのお知らせ。

〇渋沢•クローデル賞 

[ 日本側本貫]
川出良枝氏（放送大学助教授）

[ルイ . ヴィトン特別賞]
稲g 繁美氏（国際日本文化研究センター助教 

授）

[フランス大使館•エールフランス特別賞]
北 明 子 氏 （小搏商科大学非常勤講師） 

[フランス側本賞]
ニコラ • フイエヴュ氏（C N R S 研究員〉

〇日仏会館研究員 

Mlle Françoise CHAÜPAULT 

文化人類学 

11. Christophe HA8QUET 
近代日本美術 

H. Pascal GRIOLET 

日本語学

以上

フランス極東学院院長ドニ.ロンバールDenys 

Lombard教授は、病気療笠中のところ本年1 月8 
日パリにて逝去。教授は昨年10月に発病し、加療 

中のところ今年になって容体俄かに改まって逝去 

された。

福井会長学術会議会員に逸出

本学会会長福井文雅氏は第17期学術会議会員に 

哲学部門より送出された。

昨年5 月、学術会議会員推1 人会謎において、 

日本中国学会、日本道教学会などの推鹿を得て、 

会員に選出された。

第8 回日仏コロック

今年は3 年毎に開催される日仏研究集会（日仏 

コロック）の年に当たる。今回は日本•フランス 

いずれでも開催することができ、日仏関連の7 学 

会が参加する。期間も今年中の開催が認められて 

いる。

フランスで開催

日仏社会学会 10月10日〜24日

日仏経済学会 10月中旬

日仏図軎 館情報学会 9 月 

日本で開催 

日仏数学会 

日仏教育学会

日仏経営学会 5 月30日
日仏海洋学会
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総 会 報 告
昨 年 度 の 総 会 は 、 1 9 9 7 年 3 月 1 5 日に 

東 京 の 柬 洋 大 学 • 白 山 校 舍 に て 開 fi lさ れ た 。 

今 回 の 総 会 は 、 福 井 文 雅 会 長 が 1 9  9 6 年 4  
月 よ り フ ラ ン ス に 滞 在 中 で あ つ た た め 、 中谷 

英 明 会 長 代 行 と 、 興 塍 宏 代 表 幹 事 お よ び 山 田  

利 明 評 雜 員 が 通 営 に あ た っ た 。 ま た 、 当日は 

役 貝 会 と 公 開 » 演 会 が 同 大 学 内 で 、 更 に 場 所  

を 移 し て 懇 親 会 が 行 わ れ た 。

< 役 員 会 >
総 会 に 先 立 ち 、 午 後 1 時 か ら 役 員 会 が 行 わ  

れ 、 中 谷 英 明 会 長 代 行 を は じ め 興 瞎 宏 代 表 幹  

事 と 山 田 利 明 、 池 田 温 、 御 牧 克 己 、 彌 永 信 美 、 

田 中 文 雄 の 各 評 湛 員 と 森 由 利 亜 会 計 幹 事 が 、 

総 会 に 餡 る べ き 事 項 と 会 務 連 絡 な ど を 検 討 し  

た .

< 総 会 >
続 い て 午 後 3 時 か ら 、 以 下 の よ う な 次 第 で  

捻 会 が 行 わ れ た •
①  開 会 • 结 長 選 出

開 会 の 辞 は 興 瞎 代 表 幹 事 が 述 べ 、 中谷 

会 長 代 行 が 饍 長 に S 出 さ れ た ，

②  会 長 代 行 挨 拶

中 谷 会 長 代 行 が 挨 拶 さ れ 、 現 在 の 会 員  

数 が 1 2  0 名 で あ る こ と を 報 告 し た ，

③  会 務 報 告 • 計 面

興 膳 代 表 幹 事 よ り 、 『日 仏 東 洋 学 通 信 』 

と 学 術 会 議 再 登 録 の 件 、 公 関 講 演 に つ い  

て、 報 告 と 計 画 を 説 明 し た 。 ま た 、 中谷 

会 長 代 行 よ り 補 足 説 明 が あ っ た 。

〔『日 仏 東 洋 学 通 信 』 〕

1 9  9 7 年 2 月 に 第 2 1 号 を 発 行 し 、

1 9  9  8 年 2 月 に 第 2 2 号 を 発 行 す る 予

定 で あ る • 第 2 2 号 に つ い て は 、 なるだ  

け 多 く の 会 員 か ら 記 事 が 寄 せ ら れ る よ う  

に 希 望 し て い る 。

〔学 術 会 堪 再 登 録 の 件 〕

1 9  9 7 年 5 月 に 学 術 会 議 に 学 術 団 体  

の 再 登 録 を 済 ま せ 、 学 術 会 諶 会 員 の 推 興  

人 を 中 谷 英 明 会 長 代 行 （予 備 の 推 藕 人 は  

山 田 利 明 評 議 員 ） と し た ，

〔公 関 講 演 〕

本 年 度 の 公 開 講 演 は 、 別 記 の よ う に 中

谷 会 長 代 行 に 依 頼 し 、 明 年 度 以 降 も 公 開  

講 演 を 継 続 し て 針 画 し て い る 。

〔補 足 锐 明 〕

日 仏 会 館 に M 係 す る 3 0 以 上 の 学 術 団  

体 に よ っ て 通 営 さ れ る 日 仏 会 館 関 連 学 会  

速 絲 会 18の 描 過 と 、 ベルナール• フ ラ ン  

ク 先 生 追 悼 会 に っ い て 報 告 し た 。

④  会 計 報 告 • 計 画

別 表 の 予 算 と 決 算 を 森 会 計 幹 事 が 報 告  

した .
⑤  その他

次 回 の 総 会 は 京 都 を 会 場 に 行 わ れ る こ  

と と な っ た 。 ま た 、 会 員 か ら 以 下 の よ う  

な 傦 報 の 提 供 が あ っ た 。

( 1)  彌 永 信 美 会 員

日 仏 会 館 図 書 室 活 動 を 助 け る た め 、 

「図 誉 室 友 の 会 」 が 組 糖 さ れ て い  

る の で ， 是 非 協 力 し て 欲 し い ，

( 2)  興 睜 宏 代 表 幹 車

渋 沢 • ク ロ ー デ ル « に っ い て の 案  

内 と 、 ギ • ガ ニ ョ ン Guy Gagnon氏 

の 逝 去 の 連 絡 》

(3〉山田利明.辟議員

1 9 9 7 年 7 月 に ハ ン ガ リ ー • ブ  

タ ペ ス ト で 開 催 さ れ る 第 3  5 回 IC 
ANAS ( 国 際 ア ジ ア • 北 ア フ リ カ 研  

究 会 議 > の 案 内 。

< 公 関 講 演 >
r 古 典 学 と コ ン ピ ュ ー タ • イ ン ド 学 の 場 合 - j

中 谷 英 明

午 後 4 時 よ り 、 御 牧 克 己 評 議 員 の 講 師  

紹 介 と 司 会 に よ り 、 上 記 の 公 開 講 演 が 行  

わ れ た 。 洋 し い 内 容 に っ い て は 、 謀演者  

に よ っ て 本 通 信 に 掲 載 さ れ る 予 定 で あ る 。

< » 親 会 >
全 て の 公 式 の 行 事 の 終 了 後 、 場 場 を 白  

山 坂 上 の 「長 寿 庵 j に 移 し 、 夕 食 を 兼 ね  

た 懇 親 の 会 を 行 っ た 。 総 会 か ら 5!き続い 

て # 加 下 さ っ た 高 崦 直 道 先 生 （東 方 学 会  

ICANAS会 議 畚 加 団 団 長 ） に、 受 け 入 れ 国  

側 の 会 議 の 準 備 状 況 な ど の 情 報 を お H き 

し、 有 意 義 な 懇 談 の 一 時 を 持 つ こ と が で  

き た .

( 田 中 文 雄 記 ）
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日 仏 東 洋 学 会 平 成 8 年 度 決 算

◊収 入

普通会員会費 267,000
前年度繰越金 343,397
日仏会館補助金 0
雑収入 20,000* *備考：旧日仏会館使用料払戻金

利子 18
計 630,415

◊支 出

印刷費 153,000
通信費 51,970
会議费 0
消耗品費 16,583
支払報酬费 6,000
雑費 1,130
旅費 _  50.000

278,683

総収入一総支出：630,415 円一278,683 円= 3 5 1 ,7 3 2円 

平成8 年度残金 351,732 円は平成9 年度への繰越金とする。

以上の通り相違ありません。 

平成 f 宇 3 月ァ日

日仏東洋学会監事

加 恭

间 7 ^
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日仏東洋学会 

习^ 斤戈- fcrr ¥  g  M  @ 幸艮I

◊ 収 入

普通会員会费 279, 000

前年度繰越金 545, 264

日仏会館補助金 0

利子 2, 706

計 826, 970

◊支 出

印刷費 258, 000

通信费 134, 588

会議費 30, 000

消耗品費 1， 215

支払報酬费 6 ,000

雑費 3, 770

旅費 50, 000

計 483, 573

総収入一 総支出：826, 9 7 0 円一483, 5 7 3 円=343, 3 9 7 円 

平成七年度残金343, 3 9 7 円は、平成八年度への繰越金とする。

以上の通り相違ありません。
平成又牢3 月/ダ日

日仏東洋学会監事

々 ロ /旅 " ^ も 章  

旧 令 ブ え

鐵

拳 :

31



日佛東洋學會會员 名溥

赤 松 明 廖  
AKAMATSU Akihiko

秋 山 光 和  
AKIYAMA rIbrukazu

m - ル》 オリゲィェ 

ANSART, Olivier

M田 孝 昭  
ASHIDATakaaki

シャエリムイサ•ベル 

CHARRIER, Isabelle

竺 沙 麟
CHIKUSAMasaaki

デレアヌ、 フD リン 

DELEANU Florin

テ• ュケンヌ、 Dへ’-ル 

DUQUENNE, Robert

デュルト、 ユへ• -ル 

DURT, Hubert

江 上 波 夫  
EGAMI Namio

麵 麵  
ENDO Mitsuald

臟  晃 
FUJIEDAAkira

福 井 文 雅  

FUKUI Fumimasa

福島 仁
FUKUSHIMA Hitoshi

ギメ美術館
Guimet(Musee)

濱 田 正 美  
HAMADA Masaini

羽田 正 
HANEDAMasashi

原 赏  
HARAMinoru
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日佛束洋學會會M名簿

服 部 正 明  
HATTORI Masaaki

平 井 荐 慶  
HIRAI Yuhkei

平川 彰
HIRAKAWAAkira

廣 川 堯 敏
HIROKAWA Takatoshi

堀 池 信 夫  

HORIIKE Nobuo

市 古 貞 次  
ICHIKO Tbiji

井 狩 彌 介  
IKARIYasuke

池田 温
IKEDA On

生田 滋 
IKUTAShigeru

石 田 秀 寅  

ISHIDAHidemi

石 田 懋 司  

ISHIDAKenji

石 上 善 應  

ISfflGAMI Zenno

石 井 雜

ISHIIYoneo

石 渾 良 昭  

ISHIZAWAYoshiaki

岩田 孝

IWATA Takashi

彌 永 信 美  

IYANAGA Nobumi

彌 永 昌 吉  

IYANAGA Shokichi

門 田 眞 知 子  

KADOTAMachiko
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日 佛 東 洋 學 會 會 員 名 薄

肺 里 子  
KAKIICHI Satoko

金谷 治
KANAYA Osamu

神 田 信 夫  
KANDA Nobuo

狩 野 直 禎  
I<ANO Naosada

加 藤 純 章  

KATO Junsho

川 合 康 三  

KAWAI Kozo

川 本 邦 衞  

KAWAMOTO Kunie

川崎ミチコ 

KAWASAKI Michiko

菊 地 章 太  

KIKUCHI Noritaka

摊 祐 子
KIZUYuko

小 林 正 美

KOBAYASHI Masayoshi

/Jn̂ 幸雄 
KOTANIYukio

古 藤 友 子  

KOTOH Tbmoko

興滕  宏 
KOZEN Hiroshi

娜

KURIHARAKeisuke

楠 山 _
KUSUYAMA Haruki

桑山  正進 

KUWAYAMA Shoshin

^  m t
KYODO Jiko

34



日佛束洋學會會員名筂

前 田 繁 樹  
MAEDAShigeki

丸山 宏 
MARUYAMA hiroshi

増尾仲一郎 

MASUO Shin'ichii'o

松 原 秀 一
MATSUBARA Hideichi

御 牧 究 己  
MIMAKI Katsumi

三 崎 良 周  
MISAKI Ryoshu

宮 澤 正 順
MIYAZAWA Masayori

森 由 利 亞  

MORIYuria

森 賀 一 患  

MORIGA Kazue

森 安 孝 夫  
MORIYASU T^kao

明神 洋 

MYOJIN Hiroshi

中村 元
NAKAMURA Hajime 

中 村 璋 八
NAKAMURA Shohachi

中 谷 英 明  
NAKATANI Hideaki

鍾 瞧  
NARUSE Takazumi

成 瀬 良 徳  
NARUSEYoshinori

小 河 織 衣  
OGO Orie

岡 本 さ え  
OKAMOTO Sae
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日佛東洋學會會员 名筂

刑 本 天 n南 
DKAMOTO Tbnsei

6 山 新
DKAYAMAHajime

岡山 隆

OKAYAMATakashi

大久保泰甫 
OKUBOYasuo

小 名 旗 之  
ONA Yasuyuki

大 谷 暢 順  
OTANI Chojun

正治
OZAKI Masaharu

定方 晟 
SADAKATAAkira

獅 泰 希 史  
SAITO Mareshi

坂 出 祥 伸  
SAKADE Yoshinobu

酒 井 忠 夫  
SAKAI Tadao

阪本(後藤)純子 
SAKAMOTO-GOTO Junko

樱 井 清 彦  
SAKURAI Kiyohiko

m  美香

SAWAMika

白 杉 悦 雄  
SHIRASUGI Etsuo

白 戸 わ か  
SHIRATO Waka

庄垣内正弘
SHOGAITO Masahiro

菅 原 信 海  
SUGAHARA Shinkai
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日佛東洋學會會員名筂

砂山 稔 

SUNAYAMA Minoru

鈴木 m
SUZUKI Tadashi

商橋 稔
TAKAHASHI Minoru

脔 崎直道  
TAKASAKI Jikido

高田時雄 
TAKATATbkio

武 内 紹 人
TAKEUCHI Tuguhito

田中文雄 
TANAKAFumio

舘 野 正 美  
TATENO Masami

TOKUNAGA Muneo

礪波 護 
TONAMI Mamoru

觸 達 哉  
TORAO Tatsuya

耕 翻  
TSUBOIYoshiharu

都留春雄 
TSURU Haruo

梅原 郁
UMEHARA Kaoru

ワッ乜レマン、ミシ:üレ 
WASSERMAN,Michel

渡會 顯 
WATARAIAkira

八木 徹
*YAGI Tbru

山田 均

YAMADA Hitoshi
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日佛束洋學妗會負名抑

山 田 利 明  
YAMADA Tbshiaki

山 本 逵 郎
YAMAMOTO Tatsuro

山 折 _
YAMAORI Tetsuo

矢 野 道 雄  
YANO Michio

吉 田 敦 彦  
YOSHIDAAtsuhiko

吉 田 敏 行  
YOSHIDAToshiyuki

吉田 豐 
YOSHIDAYutaka

湯川 武 
YUKAWA Takeshi

由 木 義 文  
YUiaYoshifumi

遊佐 昇
YUSANoboru

湯山 明 
YUYAMAAkira
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編 集 後 記

本学会は再発足以来今年で 15周年を迎える 。 19 

84年 3 月 の第 1 回総会は、水雨降る中、御茶の水 

の日仏会館会議室で行われた。 当時のヴァンデル 

メーシュ学長、今は亡き S —雄 会 長 （当時）、京 

都から駆付けた羽田明、 大地原豊両先生のお顔も 

あった 0

確かその総会の帰りであったと思う。 1985年の 

パリでの第四回日仏コロックへの参加が話題とな 

ったのは。 その後この話が熟して、 翌 年 10月道教 

をテ一マとした東洋学部会が、パリのフォンダシ 

オ ン • ユゴーで開催された。 そして、五回の束京 

. 京 都 、六回のパリと続けて束洋学会は参加した。

た。

15年の歳月は、 それなりに重い歴史を刻んでい 

る〇 r 通信 j も本号で 22号を数える。 もう少し東 

洋学全般の情報を網羅したいのだが、 やはり、専 

門に偏る弊がある。 各分野からの積極的な投稿に 

期待したい。

[編集委員 ]

菊 池 章 太 • 田 中 文 雄 •山 田 利 明

投 稿 規 定  

会員諸氏からの投稿を募ります。 東洋学各分野 

の 動 向 • 消息などをお送り下さい。 打ち出し原稿 

の場合は 

用 紙 ：A 4  

印 字 ：10P 

桁 数 ：20字 

行 数 ：38行 

を基準にして下さい。
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